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図　しかけーまちづくりシステム

1 。「まちづくりフィーバー」から「まちづ くりシステム」の時代 へ2

．社団法人奈良まちづくりセンター

3. まちづ くり会社の設立
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1. 「 まちづくりワイパー 」から「 まちづくりシステム 」の時代へ

地　域　主　義

まちづくりの時

代

汗 ・知 恵 ・ 金

今、まちづくりフィバー時代

昭和5   0年代の初めに「 地域主義 」「 地方の時代」が叫ばれてからヽ 全国各地

のまちづくりヽ ひらおこし運動に火が9 いた。しかしヽ5  0 年代前半はまだまだ

少数派の域を出る事がなかったがヽ5  0 年代後半に入ってからは凄まじい勢い
で

広がった。それはヽまちからひら` ヽむらからまちへという空間的広がりもさる

事ながらヽ生活者としてめ市民から生産者（ 大分県の1 村1 品運動に代表される

村おこし運動 ）゙ ヽ そして商業声（ 多彩なイベントにみられる商店街活性化巡蜘

へ、そして行政体（ 市政・県政100 年記念事業や回覧会の開催など、行政主糾に

よるまちづくりイベントの展開 ）へと………。

まちづくりの空間的な広がりと担い手の多種多様な広がりは、今まさにまちづ

くりの峙代を迎えていると言っても過S ではないだろう。しかし、住民による自

王・白立のまちづくりがどこまでおこなわれているのか、という点についてはは

なはだ疑問が残る。という小は、今はまちづくりのおまつりの時代と規定い|几、

「 まらづくりフィバー時代 」と呼んだ方がいいようだ。

まちづくりの3 要素

住民による自主・自立のまちづくりを進め、それなりの成功を納めていくため

には、究極的にどうも3 つの要素が必 要だ。J汗と知恵と金の3 要素である。つまり、

無償の汗を流せる人が地域内にどれだけいるか。住民を説得し、まとめ、そして

まちづくりの目標へとリードしていけるリーダーが何人いるかどうかが第1 の要

素である。第2 には、知恵の集積力を持っているかどうか。つまり、まちは様々

な主体のm 成休であるとともに、様々な要素の総合体でもある。まちをつくつて

いくためには、まちを読み取る高度な知識と、まちを再構成していく技術がいる、

という小は、総合的な知忠や技術の渠禎力を持っているかどうかである。吊3 に

は、自前の資金力があるかどうかである。金があればまちづくりが成功するとい

う錯角があるようだが、これは本未転倒である。地域を良くするためのやりこい

串をやるために、金が必嬰になるのであり、金が先づ初めにありべきではない
、

しかし、あまりいいカッコを言っても始まらない。まちづくりm 働を持蛸させる

ためにはそれなりの活動賢金がいる。商店街の様に、活動費を出したとしてい
∩

米的にもうけにはね返って来る可能性がある様なケースは別としていかに地誠・ff

民がまちづくり資金を拠出するかという事が、まちづくりパワーのバロメータ‾。

だ。
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永遠の実践活動

良質 の<J ーグ

地域密着型のシ

ンクタンク

まちづくり資金

まちづくりシステム確立の時代へ

まちづくりを永遠の実践活m と定義付けると、一時的なおまつり騒ぎであって

は困るのである。まちづくりの実践活動は、親から子、子から孫へと代々引き継

れていかなければならない行為である。半永久的であればある程、運動持続、活

力持続のための什組み（ システム ）づくりを活動川始と同時に考えておかなけれ

ばならない。

①　大づくり（ リーダーづくり ）システムの検討

まちづくりを成功に心く晨人の唆累は、つまるところ良肖のリーダーに心ま

れるかどうかにかかっている。良町のりーダー像を規定する事はむつかしいが、

無償の汗を流せるボランティア精神がある事。地域創造に夢とロマンを持てる

大。大と大を結び付け、意見の調整から対外接渉調整までのコーディネートカ

がある事。そのうえ、都市計画や建築的な知識をある程度持ち、企画力が備わ

ったプランナー的要素を持っている事。以上が、しいていえぱリーダーの要件

といえよう。

さて、現実的にはこういった全ての要素を備えたオールマイティの人材は皆

無に等しい。　もっともある程度の唆件を備えた大は既に作在しているが、長い

目でまちづくり運動を定着させていこうとすれば、帛ましいリ、－ダー養成のだ

めのシステムが検討されなければならない峙間に米ているのではないだろうか。

②　知恵の集積システムの検討

ジンク・タンクという言葉は既に定着し、業としてまちづくりの調査研究を

行っている機関も全国に多数存在している。しかし、地域に密着し、地域の知

恵を発俐し、それを簾積し、地域のニーズにあった川答を捉案するために、地

域外の専門的な知恵を結び付ける様な役割を米たす地誠定着型のジンク・タン

クは少ない。

住民によるまちづくりにとって必要なのは、都巾計|山|に関する一般的な専門

知識プラス地誠の知心や生の情報なのである。つまり、これからのまちづくり

にとって、地域円情報システムの確立や地域に埋もれている人材のバンクシス

テムの確立が要求されるのである。

③　金づくりシステムの検討

ナショナル・トラスト、シビック・トラストの検討が昨今盛んに行なわれて

いる。まちづくり超勤のエネルギーとまちづくり資金が相関関係にあり、自前
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の資金だけでは目標の達成はおろか、運動の維持さえもおぼっかなくなって来

ている現状が我国においてやっと認識される様になって来た。ヨーロッパやア

メリカに比ベトラスト的概念が国民一般に根付いていない我国の現状を考える

と、まちづくり運動を実践しているリーダー達は、まだまだ冬の時代が続く事

を覚悟して、活動資金づくり'のための独自システムを検討しなければならない。

〈 参考 〉

イギリスのシビック・トラスト

r プライド・オブ・プレイスーシヴィック・トラス

トー 」井手久登・井手正子訳　鹿島出版会 ）によれば、

「 シヴィック・トラストは、建築その他計画分野の水

準を高め、歴史的に重要な建造物を保存し、田園の美

しさを保護し、醜悪なものを居住環境の巾から除去す

る目的で、1957 鯛こ設立された。その活動の主な目

的は、これらの問題について、一般市民の関心を政め

ると同時に、市民としての誇りを鼓舞することであっ

た。」と述べている。

①　トラスト事業の2 つの原理

1つは、どこか別の場所で適用出来る様な教訓を

得られそうにない個別の計画は取り上げない。

2 つは、トラストが戚接手を貸した期閥の後でも

計画を継続できる適切な仕組みを設立すること。

②　事業の内容

1. ジンク・タンクとして、調査研究に基づく提言

・提案(SI 会の要請に基づく提案など ）

2. 建築保存基金の管理、地方の団体が古い建築物

を買い取ったり、修復するのを低利の資金で援助

するための基金を管理。基金の資本は150 万ボンド。3.

シビックトラスト賞　1983 年は大ロンドン区

と、エジンバラおよびグラスゴー大都市圏での都

市復興計画に対して、優秀作品に賞が授与された

エントリーは550 件、6  7の計画が受賞。

4. 環境教育　トラストの理事の1 人であるBri-ggs

卿を代表とする「遺産保存教育グルーカ の活

動が9 年間も続いている。また、若い人を巻き込

んだ「よきブリテン」キャンペーンという環境プ

ロジェクトにも携わっている。

その他、トラストディレクターは英国鉄道評議会

の環境委員会、王位英国建築家協会(EIBA ）設立150

 周年記念建築フェステ4 バル運営委員会のメー

バーなど、多くの委貝会や審査会に関りしている。

（
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③　役員m 事会　トラストの創設者であり総裁である

ダンカン・サンズ卿を筆頭に計2  3人の理事で構成

されている。

④　 スタッフ　2  0 名

⑤　財政　赤字財政が続いている。

1981-82　1983-83　1983-84  (予m)

収入　 £192,600　 £249.698　£272.000

支出　 £210,876　 £293,346　£323.000

差額 ・£18.276　4 £43.648 4 £51,000

註:1982-1983 の数字は，会計上の手続きの変化と

個々の支援プログラムをトラストの全体の数字に

統合したことが反映している。

1983 －84 年 のトラストの収入は以下の通りである。

委託金（C ovenants ）と寄付金　……………iz ％

政府補助金　……………………………………18 ％

シビックトラスト賞後援金　………………… ＼h％

建築遺産保存基金からの寄付金　……………　 ≫7  /O

出版物印税　……………………………………　6 ％

その他　… ………… ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

合計

9％100

％

( c の情報は㈱都市計画設計研究所の

熊沢雄一氏に負うている）
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z 社団法人奈良ま石づくりセンター

まちづくりの必

要性

まちづくりの定

着

曹ちづくりのサ

ポート

中　間　 組　 織

何故まちづくりセンターが必要なのか

社団法人奈良まちづくりセンターは、昭和5  9 年5 月に設立した。前身の奈

良 地域社会研究会発足から5 年 半、住 宅によるまちづくり運m の実践経験

を踏まえて社目1法人とした訳である。社HI法人という公益法人にした殼人のポ

インドとは、「まちづくりは、。住民相互の永遠の実践活動」という定義にある。

まちづくりは一過性であってはならないし、具体的な成功もそう簡単に手に入

るものでもない。また、まちづくりという行為は、その地域に住む住民の日常

生活に溶け込んだひとつのくらしの不> ベイフレ。として定着させなければならない。

しかし、5 年半の経験から、そうは言っても実際地域の住民がそこまでまちづ

くりの必要性を感じているという事は皆無に等しいし、実践活動が永遠に持続

する事も不可能に近い。という事は結局、誰かがまちづくりの必要性を説き地

域にまちづくりを定着さす事を心掛けなければならないという事であり、誰か

が地域のまちづくりをサポートしてやらなけれぱならないという事になる訳で

ある。その場合。任意団体では社会的信用もないし、社会的影響力も弱い。公

益性を持った団体というUりこなると、社団法人と財団法人のどちらかという小

になり、金が無くても比較的設立がしやすく、かつ活動内容に柔軟性を持てる

事の出来る公益法人という事icなれば、施行公益法人制度の枠内では社団法人

しかない。奈良地域社会研究会を、余良県での住民によるまらづくりを進めて

いく総合センターとして位置付け社団法人としたのも以上の理由からである。

センターの位置付けと役割

センターは、地域と行政体との中間領域に属する中間組織と位置付けており、

行政と住民との隙間を川める役割を米たしたいと考えている。まちづくりは、

。住民と行政との共同作業といわれているが、スムーズに共同作業が進められて

いる地域や市町村は稀で、一時期、住民参加のまらづくりという言葉がもては

やされたが、現在はその言葉も色あせた感がある。今の時代は、住民主体のま

ちづくりに如可に行政がかかわり、それをサポートするかが問われている時代

なのである。しかしヽ一般的にはヽ地域住民は享雛をまちづくりの共同作業者と

とはみておらず、依然として補助金支給者、あるいは地域の実情を分かろうと

もしない、あるいは地域の問題や課題に真剣に取り組もうとしない伊りになら

ない存在としかみていない。こういった関係図式が成り立っている分において

は、まちづくりは一向に進まない。そこで、そういった図式を打ち破り、住民

84/
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接着 剤的 役 割

第3 セ ク タ ー

第三の新しいパ

ワー

によるまちづくりを推進していくためには、その中間において住民と行政を繋

ぐ、あるいは住民と行政を結び付ける接着剤的役割を持った組織体が必要にな

ってくる。住民からも信頼され、かつ行政からも信頼される、地域のまちづく

り推進にー役買って出る事の出来る頼りになる団体が求められる事になるので

ある。奈良まらづくりセンタ、－は、そういった図式の中での位置付けを目指そ

うとしている。

また、先見性とベンチャ―精神を持った第3 センターとしての役割を果たそう

としている。我国においては、第3 セクターというと、自治体と民間出資によ

る財団法人や株式会社などがこれに当たる。しかし、アメリカにおいての第3

セクターの分類は、第1 セクターが政府や自治体で、国民や地方自治体住民の

税金によって事業を行う主体。第2 セ・クーターは、営利を目的とした株式会社を

いい、第1 セクターでもない、また第2 セクターでもない非営利の益益法人を

第3 セクターと呼んでいる。ここで重要なのは第3 セクターの役割で、第1 セ

クターでも第2 セクターでもやれない事を先見性とベンチャー精神でもって大

胆にチャレンジする役割が課せられているのである。地域の問題や課題に先手

を打って取り組み、その解決の糸口を見い出し、積極的に第1 セクターや第2

セクターに提案・提言し 解決への行動を促し、自らも行動する。これが第3 セ

クターに課せられた本分で、こういった第3 セクター的な取組や団体が地域で

育つか、あるいは地域に育てる風土があるかどうかが地域発展のバロメーター

ともいえる。

最後の役割として当然の事であるが、奈良の未来創造の推進母体として、ま

たリーダーとしての役割を果たそうとしている。温故知新という言葉があるが、

歴史の古い奈良においては温故が支配し、知新がおろそかにされるきらいがあ

る。また既存の組織や団体においても、地に付いた未来の構想力や提案力、そ

して実践力に欠けるきらいがある。そういった状況の中で、第三の新しいパワ

ーとして奈良まちづくりセンターを位置付け、若い力でもって奈良の未来創造

のリーダー母体とならんとしている。

U6
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推 進　機　能

地なら し の‘ま ち

づくリ

支 援　機 能

技術的 支 援

センター三つの機能’

奈良まちづくりセンターは、住民によるまちづくりの総合センターという性

格からして当然、住民によるまちづくりを県下一円に広めていくための推進機

能と、住民によるまちづくりをサポートするための支援機能を持っている。推

進機能とはズバリ、まちづくりでりーダーの養成である。まちづくりは人づくり。

といわれるが、まちづくりの成功はひとえにその地域に良質のリーダーが出現

するかどうかにかかっている。　もっとも、その地域にリーダーが突如現われる

事は希有といわなければならない。現実にリーダーが突如現れている例もある

が、一般的にはリーダーの出現は相対的な関係において生まれると考えておい

た方がいい。相対的という事は、ある地域の重要性やまちづくりの必要性を誰

かが、あるいは地域外の団体がその地域に着目して声をあげる。たとえば我々

のセンターが、まちづくりの必要性を講演会やシンポジウム等で訴える。また、

イベントをうつなどしていく事によって、その地域の住民の中にまちづくり推

進の必要性という免疫が生れていく。これを地ならしのまちづくりという。一

方、地域内の住民の誰かがまちづくりの旗を振り始めた時、間違いなくいつ

いつまでもバックアップしてくれる頼りになる人や団体が存在するという厳然

たる事実が必要なのである。地ならしが出来て、そのうえ頼りになる応援団が

存在するという関係図式の中に置いてまちづくりりーダーが出現し、自信を持

って地域の中でまちづくりの旗を振れるのである。そういった意味からも推進

機能とは、まちづくりりーダーの養成、リーダーを養成するための講演会、セ

ミナー、シンポジウム等の開催という事になる。

次に支援機能であるが、その内容は大きく三つに分かれる。その第一は、技

術的支援である。地域の住民がまちづくりを進めていくための組織づくりのノ

ウハウから、イベントの打ち方、都市計画法や建築基準法の解説など、まちづ

くりの初歩的な技術アドバイスから、歴史的町並み地区にふさわしい住宅や商

店のデザイン、土地の有効利用方法、地域にふさわしい商店の業種業態、また

は建築協定の結び方などの専門的技術アドバイスに致るまで相談内容は様々で

ある。まちづくりセンターでは、こういった相談に気軽に乗れる無料の「 まち

づくり相談室」を開設している。事務局レベルで相談を受付け殆んど対応して

いるが、処理出来ない相談についてはケースバイケースでセンターに登録されて

いる専門技術者にバトンタッチをし、適切なアドバイスをお願いしている。二

u
-
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資 金 的 支 援

まちづくリ公益

信託

まちづくリ情報

の提供

シ ン ク タン ク

つ目の支援は、資金は支援である。この機能は現在稼動していない。というの

はヽまちづくりセンター自体の経済的基盤が確立されていないからである。し

かし、センターでは僅かであるが約150 万円のまちづくり基金をプールしてい

る。この基金は、センターの正会員入会と同時に1  p  1 万円を支払うよう義務

付けているもので、会員が増えれば自動的に貯まる仕組みとなっている。将来

的な方向としては、まちづくり公益信託等として発展させたいと考えており、あ

る程度の基金が貯れば行政や企業等からの出資をあおいで大口の公益信託にし

たいと考えている。まちづくりセンターの経営基盤の確立も一にそれにかか

っているといえよう。まちづくり運動を長期的に持続させていく為にもある程

度の資金的支援は必須で、早い段階での公益信託をはかりたいと考えている。

三つ目の支援はま、ちづぐり情報の提供である。まちづくり情報といっても色々

な情報レベルがあるが、地元行政体のまちづくり情報の提供から、各地の行政

体、あるいは住民によるまちづくり情報の提供などはいうまでもないが、もっ

と身近かな地域↑n報の提供が有効である。たとえば、「 どこどこの家が売りに

出された」とか、「 どこどこの家が空いている」とか、「 どこどこの空地にマ

ンション建設の話がある」とかいった地域の生の情報は、まちづくりがソフト

からハード整備の段階に入った時には非常に有効である。また、地域に誰が移

り住んだとか、この話は誰々に相談した方がいいとかいうパーソン情報もなく

てはならない情報だ。こういった情報を入手しようと思えば、絶えず地域内に

情報アンテナを張りめぐらしておかなければそう簡単に手に入るものではない、

センターでは地域に住む、あるいは地域にお店を構える会員からそういった情

報を入手している。そして、時に応じて相談者にあるいはまちづくりを推進し

ている地域に情報を捉供している。

さて、推進・支援機能について述べて来たが、センターの最大の特徴として

は調査研究機能を持っている事である。つまりセンターでは、シンクタンクで

もあるという事である。シンクタンク的機能を持だなければならないと考えた

のは、そもそもまちづくりという総合的な行為を推し進めて行く場合、いわゆ

る学際的な知識や発想が必要で、その量と質において総合的な集積力がものを

いうと判断したからである。また、都市政策や地碑政策能力に劣る行陣に一定

の刺激を与え影響力を行使する為に`も強力な頭聊集積を持つ事が有効であると

考えたからである。
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シンクドウタンク

また、一般的な調査研究機関と異って、センターの調査研究スタイルは、提

案後や調査研究後のフォ―ローアップ体制をとっているところに特徴がある。

一般的には提案のしっぱなし、調査報告書でおしまいという訳であるが、センタ

ーの場合にはその内容に近付かせる為に地域を動かしたり、地域の動きをフォ

ローアップするというドウの部分を備えている。まさしくシンクドウタンクな

のである。

第4 期（6  2 年度 ）事業計画

①　基本方針

1. 会員の参加性を高めるとともに、 センターからの情報発信の安定化を図る。

2. 事業展開としては、まちづくりの推進事業、支援事業、調査研究事業、ネットワーク事業という4 本柱を堅持し、

その内容充実を図る。

3.    2 1 世紀へ向けて奈良をイノベート（ 革新 ）していく、,キー・ステイシヨンの役割を果たす。

②　事業内容

なら・イノベーションセミナー　2  1 ＼]i紀を担う人材育成

なら・シルクロードm　 ひとりひとまゆ夢織るシルクロードイベン
ト62.3 ～63.11

まちづくりセミナー旅行　会津復古会との交流

「 地域創造」の発行　会員の参加性　各事業との連動性
情報発信性を高める

まちづくり相談室　まちづくりりーダ- 及び団体への技術的支援と
情報提供

まちづくり帖報のデータベース化　センターに ストックされている
悄報整理

奈良の未来像　なら・未来創造100 人会議への対応

まちづくり基金（ まちづくり公益信託 ） センターの経済基盤確立
の検討

まちづくりセンターのC  Iの確立

なら・未来創造会議　奈良県の未米像を創案し、提言することを目
的とするセンターからユメンバー派遠

なら・未米創造拡大100 人会議　センタ- から委員派遠

地区まちづくりの推進　奈良町、大 佑 山̂、今井町、その他

奈良I ・P  ・ C　 高齢化、国際化に対応したまちづくりの検討

女性サロン

奈良 デザイン協会　奈良県在住のデザイナー、クリエイターの団体
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3。まちづくり会社の設立

ソフトのまちづ

くリ

ハードのーちづ

くリ

ボランティアの

限界

奈良まちづくりセンターの限界

まちづくりセンターのまちづくりの推進活動により、地域にまちづくいト

ダーが育ち、そのりーダーのもとにまちづくり団体が生まれ活動が地域主導の

もとに行われ出すと、センターは基本的には支援側に回る。リーダーの悩み事

相談や情報提供、技術的アドバイスなどを行い、活動がスムーズに運ぶ手助け

をする訳である。まちづくり運動が、地域の歴史的、文化的資産を見直す地域

の再発見やイベントの展開などを通じてアイデンテ4 の確立や地域の将来性を

描くといった様な、いわゆるソフトのまちづくりの段階レベルにおいては、セ

ンターの支援活動は充分に対応出来る。しかし、まちづくり運動がスムーズに

発展していって、地域のまちづくりのコンセプトも固まり、それに基づいたハ

ード整備のニーズが生まれてくると、例えば古い蔵を利用したミニ博物館を経

営したいとか、町家を利用した商業施設を検討したいとか、地域に根ざした新

しい土産物や商品を開発したいといったハード実現の欲求が高まってくるとセ

ンターでは手に負えなくなってくる。先方の投資や経営に責任を持って対応山

来るかというと、ボランティアの限界がどうしても出てくる。相手方も恐らく

不安だろう。まちづくり運動は、ソフト。包ら。切願してハード整備に発脛しなけ

れば成功とはいえなり。。また、目に見える、手に振れられる成米が地域住民に

プレゼンテーションされて始めて、まちづくりに参加を拒んでいる、あるいは

参加の機会を伺っている住民にインパクトを与える事になる。そして、結米と

して新たなるまらづくりメンバーを地域内に増やす事になるのである。そうぃ

った意味からも、ハード整備のニーズに応えられる受皿がまちづくりセンター

外にセットされなければならない。それが出来る事により、センターの限界も

よりカバーされるのである。

地域経営の時代

地域におけるまちづくり運動の展開とは無関係に、高齢化社会への移行とい

うトレントはまぎれもない事実である。2010 年には、生産年齢人口（15 心4

歳 ）比率が約6  3 ％に低下するという数字が示す様に、6  5 才以上の高齢者2

人を生産年齢人口3 人で養なわなければならないという計算になる。人生8 0

年時代を考え合わせると、サラリーマンのリタイヤー組の職場確保とと○こ高

齢者の職場確保の問題が緊急の課題として浮かび上がってくる。また、高齢省

のケヤーや医療に対する行財政の逼迫化も一段と厳しさを増し、それらのシワ
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地域経営発想

地域経営研究所
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ヤ 言 を被う事になる。そこで結局、連帯と相互扶助精神に基づいて、、行

政に　らずに地域住民自らが地域登総合的に運営・経営していかなければなら

ないm 域経営発想が必要になってくるのである。地域住民の出資による地域医

療ヽサービス会社の設立や、サラリーマンリタイヤー組や老人が働ける、例えば

協同組合方式による工場や職場づくりなども地域住民自らが行っていかなけれ

ばならないだろう。そうする事によって、地域の経済的・文化的活力の維持を

図る事が出来るのである。これからのまちづくり運動は、上記トレントにもシ

フトする地域経営システA を創り上げていかなければならない。

まちづくり会社

まちづくりセンターの活動をリカバーするとともに、高齢化社会における地

域経営発想にも対応する地域密着型のまちづくり会社として有限会社地域経営

研 究所をこの1 月末（ 昭和6  2 年 ）に設立した。センターが長年かかわって来

た奈良町のまちづくりは、リーダーも生まれ、まちづくり団体も組織され、ま

ちづくりがソフト段階から、いよいよハード整備段階に差し掛っている。そうい

った状況に対応するために、地元のまちづくりりー弧--どと。もに、資本金450

、万円で設立した。奈良町のまちづくりは、1リーダーの田中宏- 氏を中心に着々と

進められている。まちづくりの前提として、①商業イノベーター（ 革新者）に

よ` る自主・自立のまちづくり。商業者が地域革新のリーダーとなってまちづく

りを進めていくこと。②歴史的町並みなどの地域資産の高付加価値経済活用。

活用によるもうけの一部を地域資産の保存・保全に役立てる。③くらしのにおいを

大切に、住商共存のまちづくり。④地域産業おこしに結び付く商品開発。以上4

点を掲げてい る。ならまちーくらしのファクトリーをまちづくりの目標に、

奈良町の歴史・文化をペースにしたファッショングッズ（ 奈良町のライフスタ

イルを表現、あるいは楽しひための商品 ）を来街者に提供する事によって、奈

良町を楽しんでもらおうという訳である。そのために。、四方道路で囲まれたブ

ロック内の裏庭を活用して、商品を開発・生産するための工房やコレ

ファクトリー（ 地域内の老人や主婦が働ける地域に密着したミニエ場 ）を建設

し、そこで生産された工芸品を表側の保全された町家ギャラリーなどで販売し

ょうというものである。こういったまちづくりコンセプトは、約5 年間に渡る

まちづくりや実践の調査研究活動を通じて導き出されたものであり、地域の経

済力無くして歴史的資産は守れないという結論に表打ちされている。
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以上のまちづくりJ ンセプトに対応するためにヽ まちづくり会社地域経営研

究所の当面の事業内容は次の様になっている。

・ 地域計画及び振興、開発に関する企画調査

O　マーケテf ングリサーチ、セールスプロモーション及びコンサルテーショッ

・　商品開発及び流通開発

・ 施設計画、運営計画の立案及びプロデュース

・　講演会、セミナー、その他イベントに関する企画プロデュース

将来的には、不動産の売買、賃貸借、仲介、鑑定及び管理や、古い町家の改善、

改修事業などにも手掛けたいと思っている。我々としては、こういった事業を

地域に密着して展開していく小によって、2   1 111-紀社会に対応する地域経山シ

ステムを確立したいと考えている。

こ れからのま ちづくり シス テム

犬 う
蓉

匯 〕

奈良町再生計画模型（ 道路に面する表側町並み保全・ 裏側開発 ）
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ならまちーくらしのファクトリー

奈良町の歴史・文化を工作します。

くらしにうるおいと色どりを添える、

くらしの工芸品をつくります。

街が工房。

雨がギャラリー。

雨がくらしのファクトリー。

コ ミュ ニテ-I ー フ ァ クト リー で 製 作 し

コミュニティーショップで

販売する。

コミ ュニティファクトリーとコミュニティショップ

アトリエ・ギャラリ

路地を活用した

フットパス

集合住宅

駐 市場

広　場

集合住宅

奈良町の新商業地おこしのイメージ図
0 510 20 30 40 50

蔵 の 盾用 による

コミュニティ- ≪g設

ミュ ニ テ ィ

アク ト リー

-

町家の改造する店舗

社寺境内地の活用

による広場

槃合住宅

まちなかの散策路

町家・蔵の改造

による資料館

町家の改造による

店舗

lOOM牛

コミュニティーファクトリー

のイメージ うら ゾ ーン の 開 発 イメ ー ジ
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良
漬
屋

さ

ん

と
の
共
同
開
発

の
商
品
で
あ
る
。
「
奈
良
町
名

産

元
興
寺
宛

味
噌
」
が

商
品
名
で
、
開
発
の

経
緯
を
簡

巾

に
説
明

す

る

と
、

江
戸

時
代

の
後
半

に
奈
良
町

（
奈
良
市
旧
市
街

）
元

興
寺

か
い
お
い
で
桃

を
使
っ

た
鬼
み
そ
が

ど
う
も

売
ら
れ
て

い
た
ら
し

い
と
い
う

話
を
、
こ
れ
も

七
ソ
タ
ー
の
理
事
で
あ

る
元

興
寺
副

住
職

か
ら
聞

い
た
こ
と

に
始

ま
る
。
そ

の
後
二
年

が

か
り
で
、
麦
み
そ

に
青
暁
を
瓜
な

ど
と
一
緒

に
混

ぜ

込

ん
で
商
品
化
し

た
。
な

め
み
そ
、
つ
け
み
そ

と
し

て

奈
良
町

の
新
し

い
名
産
品

、
土
産
物
と
し
て
元

興

寺

や
セ
ン
タ
ー

の

メ
ン
バ

ー

の

お
店
で
売
っ
て

い

る
。畏

々
と
経
絲
を
述
べ
て
き

た
が
、
こ
こ
で
重
要

な

の

は
、

そ
の
商
品

売
上
げ
の
何

パ
ー
セ
ン
ト

か
が

七

ソ

タ
ー
に
還
元

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

そ

の
三
、

セ
ン

タ
ー
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

を

持

っ
た
人
が

集
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
中
の
一

人
で
大

手
揖
保
会
社

の
保

険
代

理
店
を
聞
い
て

い
る
A

さ
ん

か
ら
「

セ
ン

タ
ー
の
メ
ン
バ

ー
の
方
で
、

も
し
私
の

保
険

に
加
入
し
て

い
た
だ
い
た
ら
手
数
料
の
一

郎
を

ま

ち
づ
く
り
資
企

に
愚
元
し

た
い
」
と
い
う
あ
り
が

た
い
相
談
が

持
ち
込
ま
れ

た
。
そ
の
方

の
善

意
を
踏

み

に
じ

ら
な

い
方
法
（

「

セ
ン

タ
ー
を
商
売
で
利
川

し
よ
う

と
し
て

い
る
」

と
受

け
収
ら
れ

な

い

た

め

に
）
で
、
現

在
会
員

に
呪
力

を
要

請
中
で
あ
る
。
も

ち
ろ

ん
川

保
会
社
が
賛
助
会
員

と

な
っ
た
の
は

い
う

ま
で
も

な
い
。

第
三
セ

ク
タ
ー

が
第
　
第
一
・

第
二

セ
ク
タ
ー
が

ニ
セ
ク
タ

ー
を
生
む
　

や
れ

な
い
こ
と
を
第
三

セ

ク
タ
ー
で

や
る
ん
だ
と
前
述
し

た
。
し

か
し
、

第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て

の
役
劉
を
柴

た
し
終
え
た
り
、

第

三

セ
ク

タ
ー
で
最

後
ま
で
フ

″
ロ
ー
す
る
よ
り
も
第

二

セ
ク
タ
ー
や
第
一

七
ク
タ
ー
に
ま
か
し
た
方
が
こ

り
実
際
的
、
現
実
的
で

あ
っ
て
社

会
や
地
皺
の
た

め

に

良

い

結

柴

を

及

ぼ

す

よ

う

な

内

容

は

ど

ん

ど

ん

侈

譲

し

て

い

け

ば

い

ト

の

で

あ

る

。

た

と

え

ば

先

ほ

ど

の

商

‥
川
開

允

的

な

仕

収

は

、

セ

ン

タ

ー

で

川

発

資

金

を

吃

出

で

き

る

よ

で

は

な

く

、

ま

た

そ

の

よ

う

な

要

几

を

雛

傑

す

る

ゆ

と

り

・
も

な

い

、

セ

ン

タ

ー

は

商

‥
川
開

宛

に

関

す

る

柚

報

の

収

～

と

そ

の

発

信

は

で

き

る

。

し

か

し

、

余

良

ら

し

ト
什

加

川

値

の

高

い

商
‐
川
や

土

産

物

・

物

産

川

発

は

な
n

に

と

っ

て

は

緊

急

の

課

迦

で

も

あ

る

。

地

域

産

雛

、

地

場

産

業

お

こ

し

に

よ

る

ま

ち

お

こ

し

・

む

ら

お

こ

し

に

収

り

組

ん

で

い

る

セ

ン

タ

ー

に

と

っ

て

は

是

非

と

も

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

仕

乍

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

そ

の
‐

的

を

果

た

す

た

め

に

会

挫

を

つ

く

ろ

う
・

と

い

う

話

が

持

ち

あ

が

っ

て

い

る

。
。。晰

‥
川
企

川

川

発

ヽ

臨

通

間

籤

ぎ

中

心

と

し

た
I

業

体

て

あ

る

‘

こ

の

企

業

は

、

セ

ン

タ

ー

の

活

動

を

ン

″
ロ

ー

ア

″

ソ

し

、

セ

ン

タ

ー

の

理

念

（

ソ

フ

ト

）

を

八

体

的

な

形

（

ハ

ー

ド

）

に

し

て

い

く

た

め

の

も

の

で

、

ま

ち

づ

く

り

セ

ン

タ

ー

協

力

澗

業

休

と

呼

ん

で

い

る

。

そ

し

て

そ

の

小

業

体

の

利

潤

の

一

部

を

、

同

ん

ら

か

の

お

で

セ

ン

タ

ー

に

還

元

す

る

と

い

う

と

こ

ろ

が

こ

の

・
ン

ク

ミ

の

辰

大

の

ポ

イ

ン

ト

で

、

第

三

セ

ク

タ

ー

が

第

二

セ

ク

タ

ー

を

生

み

、

生

み

出

さ

れ

た
M

二

セ

ク

タ

ー

が

第

三

セ

ク

タ

ー

を

介

て

て

い

く

と

い

う

。

つ

ま

り

親

が

子

を

生

み

、

そ

の

子

が

大

き

く

介

っ

て

現

の

め

ん

ど
・
り
を

み

る
A
j
　
"。　・
r　
-
.
N

　
K
　
i
i
-

　
-
;て

あ

る

。

、。
。ま

ち

づ

く

り

／
二

股

的

に
f
"。    
A
ツ

ク
'
 
。＼
　
-＼
lい

コ

ン

ツ

ェ

ル

ン

ト
り

の

は
ヽ

・
・
つ

以

ト

の

産

業

に

・拓他 方1.-3 ,-ど通 信

づ
o
に
J
n
O



図1　3 つの機能と6 つの部
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剛

趾

〈iltS 図 〉

乃

晶

を

備

え
て

い

る
｛

図

―
参

昭
｝

ま

た
、

活

勁

内

容

。
V
J
:
S

川

す

る

と

、

川
ヒ

ヘ

ー

。ン
閃
2

の

よ
・
り
に
な

る

。

悩

み

は
　

こ

乃

よ

う

に

述

べ
て

く

資

金

だ
　

る

と

非

常

に

力

″
コ

い

い
が

、

実

情

は
大

変

な

の

だ

。

こ

’一

で

は

セ

ン

タ

ー
が

抱

え

る

問
題

？

課

包

の

巾

で

、

殻

人

の

悩

み

の

陥

で

あ

る
活

動

資

金
不

足

に
つ

い
て

述

べ

て

み

た

い
。

セ

ン

タ

ー
の
現

在

の
活

動

か

ら
す

る

と

、

年

間

に

約
四

百
万

円

の

経

費

が

か

か

っ
て

い
ろ
。

こ

の

中

に

占

め

る

人

吽
北

は
約

九

十
万

円

で

、

心
二
c
S
Q

ア

ル

バ

イ

ト

人

件

費

の

み

で

あ

る
。

幸

い

に
家

貫

は

家

主

の
好

意
で

年

間

ト

二

万

円

。

現

在
正

会
員

（

乍

会

費

六
千

円

）

は
百

八
十

名
、

貰

助

会

員

（

年

会
北

五

万

円

）

は
七

杜

と

な

っ
て

お

り
、

会

費

収
入

と

し

て

は

年

間

約
百

五

十

万

円

で

あ

る
。

そ

れ

で

は
不

足

分

を

ど

の
よ

う

に

し
て

い

る

の

か
と

い

う
と

、

受

託

訓

在

収

人

の

一

部

を
川

し

て

い

る
が

追

い

つ

か

な

い
。

赤

字

で

あ

る
。

金

不

足

の
疏

い
話

は

さ

て

お

い

て

、

ま

ち

づ

く

り

セ

ン

タ

ー
の
活

助

を
円

滑

に

巡

め
て

い
く

た

め

に
、

ま

た

セ

ン

タ

ー

の

吽
-
■＜：
で

仙
勤

円
・
冒

か
・‐つ
し

て

、
h

励

い

体

糾
0

充

実

厦

の

ハ

ー
・
ト

で
ア

ー

シ
　

ー
ー
:
 
jン

々
1

の

活

助

全

休

に
対

す

る

、

収

限

局

で

？

ら

な

ド

パ

は

な
・‐
り
な

い

仕

服
（

活

動

）
の

比

率

－
・
1
は

約

七

割
j
ヽ

ら

い

を

占

め

る

必

。要

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

思

っ

て

い

る

。

こ

れ

は

逆

に

考

え

る

と

、

ボ

ラ

ビ

ア

ゴ

ノ

活

川

率

（

メ

ン

バ

ー

が

無

侃

で

セ

ン

タ

ー

の

活

動

に

参

画

・

参

加

す

る

割

合

）

三

割

と

い

う

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

ま

ち

づ

く

り

運

動

を

気

技

に

楽

し

く

や

っ

て

い

く

た

め

に

は

、

メ

ソ

■；
　
-
h
i
過

度

の

ボ

ラ
y

テ

ィ

ア

を

要

求

し

て

も

だ

め

だ

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

仕

事

を

犠

牲

に

す

る

わ

け

に

も

い

か

ご

い

し

、

家

庭

の

団

ら

ん

を

壊

’わ
す

こ

と

も

で

き

な

い

（

実

際

は

一

部

の

人

に

川

当

な

無

理

を

し

い

て

い

る

が

…

…

）
。

リ

ー

ダ

ー

に

と

っ

て

川

の

川

い

と

こ

ろ

で

あ

る

。

つ

ま

る

と

こ

ろ

、

服

務

局

体

制

が

川

当

し

っ

か

り

し

て

い

な

い

と

活

動

が

低

訓

に

な

り

、

結

果

と

し

て

第

三

セ

ク

タ

ー

の

本

分

を

全

う

す

る
ｔ

．が

で

き

た

く

な

っ

て

し

ま

う

恐

れ

が

あ

る

。

そ

れ

を

防

ぐ

た

め

に

セ

ン

タ

ー

の

事

務

岫

と

し

て
I

所

災

｛
j

務

い

に
/
飽

防

｝

と

ま

ち

づ

く

り

ロ

ー
テ

ク

不
I

タ

ー

（

生

任

研

究

八

で

あ

り

、

セ

ン

タ

ー

の

活

動

の

総

合

訓

整

役

で

あ

り

、

弁

地

の

ま

ち

づ

く

り

運

助

の

川

駄
n

的

だ

役

割

を

恥

た

す

こ

と

の

で

き

る

新

し

い

人

材

）

の

こ

人

が

綸

与

岫

吹

さ

れ

る

体

制

に

早

く

持

っ

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

る

。

坦i方丿司^Uii両乱/5
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ま
ざ
ま
な
知
恋
の
総
合
力
が
も
の
を
い
う
。
お
年
寄

り
か
ら
学
ぶ
く
ら
し
の
知
忠
や
技
術
、
消

費
者
で
あ

り
生
活
実

感
者
で
あ
る
主
婦
の
商
店
街
評
価
、
子

供
″

の
描
く
わ
が
ま
ち
の
未
来
絵
…
…
。
子

供
か
ら
W
門

技
術
嗇
に

い
た
る
ま
で
、
全
て

の
人

が
ま
ち
づ
く
り
7

の

シ
ソ

ク
タ
ソ
’ク
の
要
員

だ
。

バ
ロ
メ
ー
タ
　

ま
ち
づ
く
り
は
息
の
長

い
活

動
で

は

資

金

力
　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
活

動
の

範
川

が
広
が
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
も

宿

命

的

で

あ

る
。

そ
の
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
活
動
資

金
が

入
川

に
な

り
り
I

ダ
ー
を
悩
ま
せ

る
こ
と
と
な
る
。

ま
ち
づ
く

り
運
動
が

住
民

に
よ
る
ボ
ラ

ソ
テ

″
7
活

2

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
奈
良
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

な

ぜ

社

団
　

余
良
ま

ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
は
。

法
人
な
の
か
　
一

昨
年
の
六
月

に
社
団
法
人

の
許

可

を
奈
良
県
知
事
か
ら
も

ら
っ
た
。
そ

う
簡
単

に
公

益
法
人
の
許
認
可
が
下

り

る
時
代
で
も
な

い
の

に
よ

く
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
る
、
も

っ
と
も
、
昭
和
五

十
四

年
来
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
活
動
突

績
が
認

め

ら
れ

た
わ
け
で
あ
る
。

「

な
ぜ
、
社

団
法
人
な
の
か
？
」

と
い
う
質
問

に

答
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
実
は
最
初

は
財
団
法
人

を

動
で

成
り
立

っ
て

い
る
こ

と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
　
　

考
え
て

い
た
。
が
、

当
然
の
ご
と
く
奈
良

は
経
済
界

活
動

経
費

の
住
民
負
担
に
も
お
の
ず
と
限
界
が

生
じ
　

ぶ

活

力
が
弱

い
う
え

に
、
a

に
見
え
な

い
も

の
や
文

よ
う
と
い
う
も
の
だ
・

ダ
ン
パ
ー
を
た
く
さ
ん
集
め
　

。
化
に
金
を
出
さ
な
い
突

利
型
県
民
性
で
あ

る
こ

と
に

る
に
こ
し

た
こ
と
は
な
い
が
、

ま
だ
ま
だ
ま
ち
づ
く
　
　

ひ

っ
か
か

っ
た
。
羅
済
的
安
定
基

盤
の
う
え
で

住
民

り
は
市
民

の
少

数
派
と
い
う
実

情
に
変

わ

り

は

な
　
　

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
や
り
た

か
っ
た
が
、
考
え

は

い
。

と
な
る
と
、
金
を
集
め
る
工
夫
や
才
覚
が

ま
ち
　
　

甘
か

っ
た
。
そ
こ
で
経
済
的
安
定

は
別

に
し
て
、

ま

づ
く
り
に
、
い
や
リ
ー
ダ
ー
に
要
求

さ
れ
て
く

る
こ

と
に
な
る
。
実

に
過

酷
な
条
件
が
加

わ
っ
て
き

た
も

の
だ
（

も
っ
と
も
、
行
政

や
地
場

企
業
が

積
極
的

に

支

援
の
手

を
差
し
の
べ
る
忠
ま
れ
た

地

域

は

別

だ

が
）
。

私
な

ど
は
、

最
近

自
分
自
身

に
「

ま
ち
づ
く

、
り
は
金
づ
く
り

だ
」

と
い
い
き

か
せ
て

い
る
。
極
端

な
話

で
は
決
し
て

な
く
て
私

の
経
験

か
ら

い
え

ば
、

ま
ち
づ
く
り
運
動

を
ひ
と
つ
の
会
社
経
営
と

い
お
う

か
、
小
業
羅
常
的
発
想
で

や
ら
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な

く
な
っ
て

く
る
と

考
え
て

い
る
か

ら
で
あ
る
。

ち
づ
く
り
と
い
う
フ

レ
キ

シ
。フ
ル
な
活
動

に
対
応

す

る
こ
と
の
で
き

る
社

団
法
人
に
切
り
替
え

た
。
社
団

法
人

は
人
の
集
ま
り
が
成
立
要

件
で
あ

る
う
え

に
、

全
員
参
加
の
総
会
で
の
定
款
等
の
変
更
が
容
易

で
あ

る
こ
と
な
ど
が
市
民
の
ま

ち
づ
く
り
法
人

に
向

い
て

い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

そ

の
前
に
。
吐
団

法
人

に
し
な
く
て
も

ぼ
慧
団

体

で

も
い
い
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

も
あ

っ
た

。
し

か
し
、
次

の
五

つ
の
理
由

に
こ

り
い
一
鵬
旺

川
法
人
化

を
は
か
っ
た
。
一
、

什
民

に
よ
る
ま
ち
つ
く
り
の
批

進

・

支

援

母

体

の
半

永

久

的

受

肌

と

し

て

、

二

．

既

存

の

組

織

の
枠

外

に
F
C

い

分

野

の

糾

織

を

つ

く

る

こ

と

に
よ

っ
て

、
保

守

・

硬

直

的

な

奈

良

の
風

土

に

刺

激

を
与

え

る

た

め
．

三

、

公

的

資

桁

を

持

つ

こ

と

に
よ

っ
て

、
対

外

的

な
発

言

力

と

彫

響

力

を
行

使

す

る
．

四

、

行

政

か

ら

の

受

託

調

査

費

な

ど
．
の

受
l
B
t
c

行

政

か

ら

の
受

託

調

査

は
、

個

人

や
任

意

団

体

で
．

ぱ

ぶ
に
可

能

）

や

．

会

費

、

寄

付

金
等

の

ス

ム
ー

ス

な

確

保

に
よ

る

繩

済

的

基

盤

の

確

立

、

乃

佻
民

に

ょ

る

ま

ち

づ

く

り

市

民

法

人

の

モ

デ

ル

を

提

示

す

る
．

三

つ

の

機

能
　

公

益

非

営
利

法

人

を

第

三

七

ク

タ

と

六

つ

の

部
　
I

と

い

う
概

念

で

と

ら

え

直

し

た

場

八‐
、

本

来

的

に
要

求

さ

れ

る
資

質

は

先

見

性

と

．へ
．．．

ソ
チ

ャ

ー
性

と

い
わ

れ

て

い

る
．

第

一

セ

ク

タ

ー

〔

付
政

体

〕
．

第
二

セ

ク

タ

ー
（

企

業

体

）

で

は

収

り

組

め
な

い
分

野

や
、

地

域

が

直
而

し

て

い

る

問

迦

や
糾

題

に
大

胆

に
挑

戦

す

る

の

が

第
三

セ

ク

タ

ー

で

、

そ

の

活

動

が

円

滑

に
行

な

わ
れ

、

か

つ
活

発

で

あ

れ

ば

あ
・
勺
ほ

ど

地

域

や
社

会

を
リ

フ

レ

ダ
ソ

ユ
で

き

る

と

い

う
．

言

い
換

え

る

と

、

地

城

や
社

会

に

第

「

セ

ク

タ

ー
を

膏

て

る

風

土

が

あ

る

か
な

い

か

が
．

そ

の

地

皺

の
将

来

を

左

も

す

る
I
こ
い

っ
て
j
y
。‥
い
過

ぎ
で

は
な

い
．
　
　
　

’゙

ま

ち
づ

く

り

ゼ

ゾ
々
I
こ
I

回
一一
セ

ク

タ

ー
と

し
て

の
木

分

を

令

う

す

る

た

め

に
、
三

つ

の

賎

能

と

六

つ

■//

地方自 治 通信
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実践レポート＠市民法人づくり②
－ ■ ■ ■ ㎜ ＝ －

－ ・ - - - 一 一
一 一

り市民法人の課題まちづく

自立のための

資金づくり

木 原 勝 彬（社・奈良まちづくり-にンター理小艮）

い
ま
、
ま
さ

に
ま
ち
づ
く
・り
フ

ー
ハ
ー
の
時
代
で

あ
る
。
吋

お
こ
し
、

ま
ち
I
;
？
'
iし
、
一

吋
一
品

運
動

が
マ
ス
コ
ミ
を
吸
・
わ
し
、

各
地
で

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
？
博
覧
会

が
盛
ん
で

あ
る
。
弘

が
ま
ち
づ
く
り

迎
動

を
始

め
た
昭
和

五
ふ
ト
三
年
頃

と
は
雲

泥
の
差
と

し

か
い

い
よ
う
が

な
い
。

こ
れ

ほ
ど
ま
で
企
国

に
広

が

る
と
は
予
想
も
し

な
か
っ
た
。
火

に
姚

し
い
か
ぎ

り
で

あ
る
が
、

毀
状

な
感

が
し

な
い
で
も

な
い
。

弘

は
ポ
ス
ト
ま

ち
づ
く
り
フ

＼

を
心
配
し
て

い
る
。
熟
し

や
す
く
冷

め
や
す

い
の
が
ま

ち
づ
く
り

1

で

、

マ
X

コ

ー、、
に
採

り
I
x
Cけ

ら

’お
て
ｔ

～

も

た

た

た

い
う

ち

に

消

滅

し

て

し

ま

っ
た

店

勣

側

も

多

く

あ

る

、

夢

と

ロ

マ

ン
で

激

し

く
燃

え

あ

が

る

一
方

で

、

い
か

に
し

た

た

か

に
、

か

つ

冷

静

に
ま

ら

づ

く
り

運

動

持

続

の

た

め

の

シ
ス

テ

ム
（

仕

机

み

）

づ

く

り

に

励

む

か

が

盛
貞

を
分

け

る

の

で

あ

る

。

本

稿

は

、

社

団

泌

人

余

良

ま
・ち
づ

く

り

セ

ン

タ

ー

の
活

動

の

実
態

を

通

じ

て

。

ま

ち
づ

く

り

資

金

と

い

う

、

今

ま
で

ま

ち

づ

く

り
運

動

側

か

ら
あ

ま
・り
論

議

さ

れ

な

か

っ
た

面

に

ス

ポ

″
ト

を

当

て

て

み

た

。

ま
ち
づ
く
り
は
汗
と
知
恵
と
金
の
結
晶
だ

ま

ち

づ

く

り

は
　

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
言
葉
を

永

遠
の
実
践
活
動
　

安
易

に
使
っ
て
き

た
が
、
こ

こ
で
弘

な
り
に
定
義

づ
け

を
し
て
み

た
い
。
「

ま
ち

づ
く
り

と
は
、

住
民
が
わ
が
ま

ち
に
愛
着
と
一

体
感

を
持

ち
、
ま

ち
を
美
し
く
・
庄
み
や
す
く
・
活
力
あ

ま
ち
づ
く
り
は
　

と
こ

ろ
で
、
汗

の
み
で

ま
ち
づ

知

恵
の
総
合
力
　

く
り

が
成
功
す

る
か
と
い
う
と

決
し
て
そ
う
で
は
な

く
て
、

建
築
家

や
都
市
計
画
家

な
ど
の
専
門

技
術
者
の
力

を
借

り
な

く
て

は
な
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
匿
火

的
な
町

並
み
景

観
に

調
和
す
る
建
物
の
デ

ザ
イ

ン
は
ど
う
だ
と

か
、
土
地

区

画
整
理
事
業
の
指
定
を
受
け

た
が

、

い
っ
た
い
わ

が
家
は
ど
う
な
る
の
か
と

い
っ
た
よ
う
な
相
談

を
最

近

よ
く
受
け

る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま

ち
づ

く
り
が

ソ

フ
ト
段

階
か
ら
ハ
ー
ド
の
八
休
的
段

階

に
差
し

か
か

る
と
、

ど
う
し
て
も

専
門

宗
の
力

を
借
り
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
て

く
る
。

そ
れ
で

は
、
ま

ち
づ
く
り
。に
専
門
技
術

者
の
み
の

地方自 治通信

知

恵
で
事
た
れ
り

か
と
ト
う
と
そ
う
で

は
な

ト
ミ

ま
　
I

ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
ぐ
‥
人
の
応
八
い
沁
で
あ

る
か
ら
、
さ

∠ト

J
4
よ
p
O
0
0

る
ま
ち

に
す

る
た
め
の
住
民
相
互

の
永
遠
の
実
践
活

動

で
あ

る
」
。

実
践
す

る
こ
と
に

意
義
が
あ
り
、
そ

れ

も
半
永
久
的

に
持

続
さ
せ
な
け
れ
ば

意

味

が

な

い
。

ま
ち
を
良
く
し
て

い
く
た
め
の
身
近
か
な
具
体

的
口
標

の
小
さ
な

債
み
重
ね
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
成

功

へ
と
導
く
の
で

あ
る
。ご
皆
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
ま

ち
の
中

で
無
直
の
央

践
の
汗

を
気
長
に
流
せ
る
化
民

が

ど
れ

だ
け

い
る
か
。

そ
の
汗
の
肢

に
よ
っ
て
ま

ち

づ

く
り
の
成
否
が

決
ま
る
と
い
う
’訳
で
あ
る
。
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[:百 足])

昭和60年代のまちづくり迎動の課題-

まちづくりシステムの確立をー

Current　Issues　in　Machizukuri ―TheEstablishment　of　a

System　of　Urban

Redevelopment with Citizen Paticipation

1. はじめに

私の最大の関心は，住民による自主・自立型の

まちづくり・むらづくりを如何にして地域に定着

させるかにあ る。昭和53 年間からの9 年間に渡

る，奈良でのまちづくり運動も実践報告を通じ

て，昭和60年代のまちづくり運動の課題について

述べてみたい。

2. 壁にぶつかるまちづくり運動

昭和50年代の初めに，東京で「地方の時代」「地

域主義」が叫ばれて約10年が経過した。私も，そ

れらの主張に共感を覚え，東京からU ターンをし

てまちづくり迎動を始めた一人である。まちづく

り運動を始めた当時に比べ，確実にまちづくり・

むらづくり運動は全国に広まった。北は北海道か

ら，南は沖縄まで，まさに日本列島まちづくりの

時代を迎えたといっても過言ではないだろう。こ

こ数年，東京に情報や財が極度に槃中し ，「地方

の時代」という言葉が色あせた感があるが，実態

レベルにおける住民によるまちづくり・むらづく

り迎動は一層の広がりをみせているといえよう。

しかし，全国的に多発しているまちづくり迎m

が順調に推移し，それなりの成果を収めているの

かとなると現実は厳しい様である。 リーダーの問

題，活動資金の問題，提案・提言能力の問題，行

政との関係づけ等，様々な問題や課m を抱えてい

る。当初はなぼなしくmi] がスタートするのであ

るA'--，結局のところ,  1年ないし2 年で活動が停

止したり，終息する例が多い。 もっと気楽に ，

もっと楽しくまちづくり迎動を持続出来ないもの

だろうかというのが迎動けI休共通の悩みなのだ。

p
O
0
0

仙奈良まちづくりセ・y ター　 木　 原　 勝　 彬

The Private Nara Planning

Research Center Katsuakira Kihara

3. まちづくりセンター設立の動き

最近，まちづくりセンターをつくりたいという

相談が持ち込まれる事が多くなった。それも, 住

民レベルと行政レベルの双方からである。尾道や

八戸の青年会議所の運動グループ，東京都世田谷

区，神奈川県などの行政体からである。住民側か

らの必要性は前述した理由からであるが，行政側

からのセンターの必要性は，住民によるまちづく

りを支援する制度，例えば地区計画制度 ■iちづ

くり協定条例，コンサルタント派遺制度, まちづ

くり団体補助金制度等のいわゆる「制度としての

まちづくりは整ったが，笛吹けど踊らずで，なか

なか住民が，動いてくれない」というのが本音の

様である。私は，セV  ターの設立については，先

写真－1Photo.

  1

(社)奈良まちづくりセンターの事務所Office

of Nara iVIachizuri Center

昭和63;|-3 川　fflSil),乱向　151　 － 47



ず初めに住民側のニーズありきで。行政主導でつ

くるものではないと考えている。

4.    ㈹奈良まちづくりセンターの目的と活動

奈良まちづくりセンターは，昭和59年の5 月に

設立した。54年11月に発足した「奈良地域社会研

究会J を発展させたもので，奈良（県）に住む住

民による自主・自立のまちづくり・むらづくりを

推進・支援する事を目的とした団体である。会員

数は現在180 名で，個人会貝170 名，賛助（団体）

会員10名となっている。年会費は，個人千円，賛

助5 万円で，会費とは別にまちづくり基金を約□O

万円積立てている。スタッフは，女性2 名 と

なっている。

活動内容は4 つの柱から成り立っており，まち

づくり推進事業部，まちづくり支援事業部, まち

づくり調査研究事業部, t ちづくりネット■7ーク

事業部の4 部体制をとっている・。まちづくりの

リーダー養成を めざすのが推進事業部で ，セミ

ナー，シンポジウム，イベント等を行い地域から

のリーダーの発掘と養成を行っている。地域から

リーダーが生まれまちづくり団体か組織される

と，技術的アドバイス, 情報の提供，リーダーの

悩み事相談などを受付けフォローアップするのが

支援事業部で. まちづ くり相談室かその役割を

荷っている。調査研究事業部は自主研究による提

案・提言活動を行うとともに，行政体等からの受

託洲在窓口となってい る。ネット ワーク事業 部

は，センタ- が核となって奈良のまちづくりに必

要な新しい団体やサークルを生み出していく役剖

を負っている。

5. 奈良町のまちづくり

さてここで，昭和55年来取組んでいる奈良町の

まちづくりについて述べてみたい。(囮奈良まちづ

くりセンターの必要性と活動フレームは，全て奈

良町のまちづくりの実践活動を通じて生まれたも

のである。

奈良町とは, 独沢池南一帯の元興寺を中心とす

る雌史的な街区で，平城京外京の条坊街路が碁盤

口状に走り，昔ながらの川」'並みと多くの神寺が一

休となったヒューマンスケールに穴む独特の歴史

的空川を形づくっている。くらしの臭いが已濃く

・18 Wilt)叶画　151
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漂う下町といった感がある。筆・墨などの伝統技

術や，欄間，畳，酒づくりといったくらしの技術

もいきづいている。庚申m. 弁天誹など庶民信仰

のあつい地域でもある。しかし一方，古い町家の

建替も激しく，若年層の流出による過疎とそれに

よる高齢化も進み地域全体の活力の低下が著しい。

そういった地域に幅員16 タートルの都市計画道

路拡幅の話が持ち上がった。我々は，何とかして

地域の急激な変容を食い止めたい，その為の道路

のあり方，新しく生まれ変わる町並みをいかに地

域に調和させるかを昨門的に研究し地元住民に提

案したいと考えた。 トヨタ財団 の研究助成（57

年～58年）を受け本格的に調査研究を始めた。そ

して，その成果を地元住民や行政に提案し続けた。

調査研究とまちづくりmm のドッキングである。

奈良町再発見の為の講演会，シソボジウ，イベン

ト等を行い地元住民にまちづくりの必要性，都計

道路沿道住民による町並 協定の必要性を説い て

回った。行政にも要望書を提出し，道路のデザイ

ン, テクスチ ャーなどの再検討を迫った。しか

し, 地元住民の反応は鈍く，我々の町に対する愛

着や思い入れ程燃えてくれなかった。立ち上かっ

てまちづくりを推進してくれる人は一人も現われ

なかった。一方行政も，我 々に対し，道路建設反

対迎動のレッテルを貼ってし まうとい う有様で

あった。

そこで悟った事は,  まちづくり迎動は永遠の実

践活助であって，あせってはいけない，気艮にや

ろう，全ては時が解決する。まちづくりりーダー

はそう簡吊に現れるものではない。じっくりと育

てよう。将来的にまちづくりのトレントはまちが

いない。行政をも動かせる程の社会的彫響力を持

とう……，という事になりまちづくりセンター附

層が生まれたのである。58 年の秋頃から県への鴎

きかけを始めた。幸いな事に，我々の活動に全而

的な理解とセンタ- 設立の必要性を痛感してくれ

たのは副知 事の瀧実氏（現自治省総務課長）で

あった。今から考えると，瀧氏がおられなかった

ならば社団法人の許可が下りなかったかもしれな

い。実にラッキーであった。

社団法人になって，奈良町のまちづくりは急辿

に進腱し出した。先ずセV ター設立後の59年秋に

まちづくりり- ダーが地元から生まれた小，か年



の60年。に県・巾から奈良町を対象にしたHOPE(

地域住宅) 計【軋　コミュ- ティマ―ト訓査を受

託した下である。二つの訓査研究により, 奈良町

のまちづくりコンセプトはほぼ固まった。一方，ll!l

尤もリ- ダーの[IJ中宏一氏を中心に奈良町まん

だら会が組織され，年にーIS;奈良町まんだら市を

うつまでになった。いよいよ地元主導のまちづく

りの開始である。やっとセソターは支援側に回れ

た訳である。行政も観光PR に力を入れ始めると

ともに, 町並み保全の為の条例制定を来年度巾に

行いたい意向を持つまでになった。道路建設につ

いてもデザイン的なアF'バイスをセソタ- に求め

るなどセンターとの関係も良好になり，お互いの

信頼関係が確立された。いよいよ，住民主導行政

支援型のまちづくりの推進である。

5. まちづくり会社の設立

55年から61年にかけての約6 年間の奈良町のま

ちづくりは，ソフトのまちづくりの段階と位毀付

けている。つまり，わが町再発見によるアイデソ

ティテ4 の確立と，まちづくりコV セプト確立の

没階である。62年以降は, まちづくりコンセプト

に基づいたハードm 備の段階と位置付けている。

ここで，奈良町のまちづくりコンセプトについ

て述べてみたい。「ならまちーくらしのファクト']

ー奈良町の歴史・文化を工作します。くらしに

うるおいと已どりを添えるくらしの工芸品をつく

ります。街が工房，街がギャラリー，街がくらし

しのファクトリー」，というコV セプトに 基づい

て，道路に而する表の街並みを保全し，土地 が

余っている襲の部分に工房やアトリエ住宅，集合H

詫等を整Di'iiしようというものである。奈良町ブ

ラソドの商品開発，町家や職を利川したクラフト

ショップや陣物館, 資料館の建設などを行い, 歴

火的資産の保全・活川に よる地域経済力のアップ

をはかりたいと考えている。 前提としては，住・

（ 職共存のまちづくりである。

以上のまちづくりを推進し，高まりつつある地

几のハード整備のニーズに応える為に,   62年1

孔 地域経営研究所というまちづくり会社をつ

くった。資本金460 万円の有限会社で，地元のま

ちづくり') ーダーの田中 さん,
 センターのメソ

写真一2　 ならまち一くらしのファクトリー提案模型

Photo.  2　Model　of　a　proposal　for　a　"homefactory" for Nara-machi

バ ー2 名 ，地元銀行の社長 さん，そして私を加え

た6 名 が資 木金を出し合った。佃奈良まちづ くり

セ ンターで は フ ォロー出来 ない ，ソフ ト部門や

ハード整備を フ ォロ ―アップ しようとい うもので

あ る。町家 や蔵を利川 した店づ くりの企画. 陣 物

館な どの文 化施設計画，奈良町 ブランドの 商品開

発 の企画などを行 うとともに ，研究所 自ら が開発

し た奈良町 ブ ランドの商品を販売 する「なら もの

やj とい うシ ョップの経営や，空蔵を利用 した 博

物 館の経 営 も考えている。

この様にして ，奈良町の まちづ くりは ，3!iii!i/jg}:

階 か らも う一歩進めた奈良町経営 とい う段階に発

展 しつつ ある。

7. おわりに

私は，昭和60年代のまちづくり迎動の課題はま

ちづくり-y ステムの確立にあると考えている。ま

ちづくり迎動が永統する為のまちづくりセンター

的な組織づくりと, まちづくり迎動の具体的成果

を実現する為のまちづくり会社的組織が府県レベ

ル，あるいは市町村レベルでまちづくり迎動団体

の手によって設立される必要があろう。まちづく
ー

り団体J まちづくりセン'^ - 一まちづくり会惣と

い うトータルシステムが確立されて始めて，地域

住民による自」レ 自立のまちづくりが可能とな

り, 色あせたといわれる「地方の時代」を「輿の

地方の時代」に再構築出来ると考えてト る。

べ

り

り
0
0
0
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「専門家集団」 とし ての教 貝の役割り3

こ
う
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
」

と
言
わ
れ
な
い
た
め

に
も
、
職

務
上
の
知
識
を
深

め
、
正

確
な
仕
事
を
行

な

う
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、

ベ
テ
ラ

ン
職
員
を
外

動
し

て

問
題
と
な

る
こ

と
も
あ

る
。
よ
く
市
民
課
に
お
け

る
戸

籍
の
生
字
引
氏
、
税

務
課
の
土
地
の
神
様
、
福
祉
の

ベ

テ
ラ

ン
と
い
う
よ
う
な
職
員
が

い
て
、
そ
の
職
員

が
中

心
に
仕
事

が
進
ん
で

い
る
。
そ
れ
ら
の
職
貝
以
外

は
三

・
四
年
で
異
動
し
て
し
ま
う
か
ら
、
難

し
い
ケ
ー
ス
が

で
て
く
る

と
、
生
字
引
氏
に
間

い
て
し
ま
う
。
こ
う

い

う
職
員
が
異
動
し
て
し
ま
う
と
、
こ
み
入
っ
た
ケ
ー
ス

が
起
き
る

と
大
変
で
あ
る
。
し
か
し
、
加

任
者
に
聞
く

と
か
、
前
例
を
調
べ
る
と
か
、

努
力
し
て
正
し

い
結
論

を
出
す
。

一
つ
一
つ
処
理
し
な
が
ら
学
ん
で
ゆ
く
。
そ

の

う
ち
に

。ヘ
テ
ヲ
ソ
が
や
っ
て
き
た
方

法
を
改
善
す

る

こ

と
も
あ

る
。
職
員
の
意
欲
を
高
め
る
に
は
、
定
期
人

事
異
動

が
必
要
と
い
わ
れ

る
所
以
で
あ
る
。

三
　

市

民

と
の

共

同

作

業

自
治
体
へ
の
期
待
　

都
市
化
が
徹
底
し
、
行
政
の
領

域
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
が
(
2
0
)
’

こ
れ
は
世
の

中

が

複
雑
に
な
り
、
市
民

一
人
一
人
の
努
力

に
よ
っ
て
生
活

の
危
機
が
克
服
で
き
な
い
状
況

が
起
こ
り
、
行
政

に
対

す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
n

）
で
あ
る

と

い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
十
数
年
、
市
民

は
身
近
な
自
治

体

に
高
い
水
準
の

シ
ビ
ル
ミ
ニ

マ
ム
を
強
く
要
請
し
て

き
て

い
る
。
生
産
中

心
か
ら
生
活
中
心

に
目
が
向
け
ら

れ
、
自
治
体
や
地
域

に
関

心
が
高
ま
り
、
自
治
体
へ
の

期
待

も
益
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

市
民
も
多
様
化
　

市
民

の
自
治
体
へ
の
働
き
か
け
も

う
ま
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
市
民

自
ら
関
係
法
令
を
詞

ぺ
、
資
料
を
集
め
。
研

究
会
を
開
き
、
チ

ラ

シ

を

配

布
、
新
聞
記
者
会
見
を
行
な

っ
た
り
、
公
開
質
問
状
を

出
す
。

議
会
に
請
願
杵
を
出
す
こ

と
も
あ
る
。

市
民

の
意
見
も
多
様
化
し
て
き
た
。
①
多
目
的
施
設

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く

る
と
、
老
人
や
児

市
の
施
設
は
別

に
す
べ
き
だ

と
い
い
、
②
市
民
参
加
で

公
園
や
広
場
を
つ
く
っ
て
緑
を
ふ
や
す

と
、
’屋
根
の
樋

を
木
の
葉
が
う
め
て
緑
公
害

と
い

う
、
③
市
民
参
加
で

艮
期
計
画

を
策
定
し
よ

う
と
す
れ

ば
。
職
貝
の
政
策
形

成
の
責
任
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
時
代
で
あ
る
。
地
域

で
活
躍

す
る
市
民

の
学
歴
が
高
ま
り
。
専
門

家
職
員
も

担
当
者
職
貝

も
ま
す
ま
す
勉
強
し
な
い
と
対
応
で
き
な

く
な

っ
て
い
る
（
1
2）。

政
策
形

成
も
市
民
主
導
型
　

武
蔵
野
市
の
最
近
一
〇

年

ぐ
ら
い
の
間

に
制
定

さ
れ
た
条
例
を
み
る
と
、
従
来

は
市
役
所
主

導
型
で

発
案
さ
れ
て
き
た

も
の
が
、
最
近

は
、
①
市
民

が
直
接
請
求
し
た
も
の
、

②
市
議
会

に
請

即

が
捉
山
さ
れ
、
そ
れ

が
採
択
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
も

の
。
③

市
議
会
で

の
議
員
の
要
請
に
よ
る
も
の
、
④
議

貝
捉
出
の
も
の
、
⑤
市
民
参
加

シ
ス
テ

ム
の
中

で
ま
と

め
ら
れ

た
も
の
な
ど
、
全
く
市
民

主
導
型
に
な

っ
て
き

て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
最
終
案
は
各
担
当
職
員
が
成
案

を
作
り
議
会
に
上
程
し
可
決
さ
れ
た

も
の
で
あ

る
（
1
3）。

活
力
あ
る
マ
チ

づ
く
り
　

こ
れ
か
ら
の
都
市
づ
く
り

は
市
民
、
市
議
会
、
市
職
員
（

市
長
も
含
め
て
）
の
共
同

の
作
業
で
行

な
わ
な
く
て
は
よ
い

マ
チ
づ
く
り
は
で

き

な
い
。

マ
チ

づ
く
り
を
制
度
の
中

で
受
け

と
め
、

担
当

者

と
し
て
修
得
し
た
専
門

知
識
を
生
か
し
、
実
行

す
る

の
は
職
貝
で
あ
る
。

都
市
型
社
会
の
巾
で
新
し

い
市
民

の
遼
帯
と
活

力
あ
る

マ
チ
づ
く
り
の
舞
台
を
つ
く

る
の

も
職
員
で
あ
ろ
う
。
市
民
も
学
者
も
職
員
も
、
都
市
問

題

に
真
剣
に
取
り
組
み
始

め
て

い
る
。
職

員
が
担
当
職

務
の
専
門
家
集
団

と
し
て
市
民

と
共

に
考
え
、
市
民
の

知
恵
を
生

か
し
、
で
き
る
こ

と
と
で
き
な

い
こ

と
、
市

民
の
行
な
う
こ
と
と
行
政
の
担
当
す
る
こ

と
を
明

ら
か

に
し
な

が
ら
、
困
難

を
克
服

し
て
、
積

極
的

に
意

欲
的

創
造
的

に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
強
く
期
待

さ
れ
て

い

る
。
職
員

は
そ
の
よ
う
に
部
分
的

に
は
現
実

に
も
行
な

っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
更

に
努

力
し

て
、

市
民
の
期

待

に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
り
。
で
き
な
く

て

は
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。

（
1
）

加
藤
一
明
編
著
・
現
・
代
行

政
と
市
民
参
加
（
学
陽
食
腸
）

一
五
只

。

（
2
）
　
西
尾
勝
「
公

務
貝

の
耶
門

能
力
と
は
何

か
」
（
地
方

公

務

貝
月
報
昭
和
五
四

年
六
月
号
）
七
頁
。

（
3
）
　
西
尼
勝
・
松
下

圭
一
対

談
「
転
換
期

の
行

政
と
公
務
員
」

法
学

セ
ミ
ナ
ー
増
刊
「

日
本

の
公
務
貝
」（
昭

和
五
四

年
一
一
月
）
五

〇
買
。

（
4

）

中
国
新
開
枕
桐
・
ル

ポ
地
方
公
防
八
三
二
九
頁
。

（
5

）

対
談
「

地
方
公

務
貝
の
倫
理
」
（
自
治
研
修
昭
和
五

四

年

一
一
一
月
号
）
で
の
溝
部
忠

増
氏
の
発
言
。

（
6

）
（
4

）
八
頁
～
二
六
只

。

（
7

）
（
2

）

‘一
頁
。

（
8

）
（
2

）
八
只
。

（
9

）

対
鮫
「
練
貝

の
能
力
開
発
と
研
修
」
（

自
治
研
修
昭

和

五

四
年
一
〇
月
号
）
で

の
福
島
深
氏
の
発
厨
。

（
1
0）
（
3

）
二
一
一
頁
。

（
1
1）

下
山

瑛
二
「
現
代
の
行
政
と
公
筋
貝
の

責

任
」
（
3

）
と

同

じ
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
五
八
只
。

（
り一
）
（
2
）
四
頁
。
　
　
　
　
－
ゆ一

（
1
3）

条
例
研
究
簸
害
・
粂
例
の
制
定
過
程
（
学
陽
書
房
）
二
〇

二
頁
。

－

り
D
U
Q
U
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力
の
結
果

が
重
要
な

キ
メ
乎
と
な
っ
て
く
る
。

情
報
の
公
開
　
「

公
務
と
は
、
こ
れ
す
べ
て
市

民

の

相
矛
盾
し
相
対

立
す

る
利
害
・
関
心
を
調
整
し
、
統
合

す
る
仕

事
で

あ
る
。
こ
れ
が
公
務
員
の
日
常
業

務
で

あ

る
」
(
C
O
)
と
言

わ
れ

る
時
代
で
あ
る
。
そ
の
た

め

重

要

な
こ
と
は
行
政
側

が
脩
報
を
公
開
し
て
い
く
こ
と
で

あ

る
。
最
近

は
、
市
報
の
回

数
を
ふ
や
し
て
解
説

や
特
集

号

も
出
さ
れ
、
市
議
会
報
の
充
実
、
市
議
会
議

事
録
の

発
行
、

統
計

書
の
発
行
、
地
域
生
活
環
境

指

標

づ

く

り
、
市
政
資
料

室
設
置
な
ど
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。

個

別
課
題
の
解
決

に
あ

た
っ
て
か
な
り
大
胆

に
資
料
を
公

朋
す

る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
私
の
経
験
で

は
、

こ
の
三
月
、
国
民
健
虞
保
険
条

例
の

改

正
（
国
保
税
の

値
上
げ
）
を
し
た
が
、
国
保
迎
営
協
議
会
及
び
市

議

会

に
は
、
値
上
げ

と
法
律
の
関
係
。
東
京
都
下
二

六
市
の

「
医

療
費
の
状
況
、
国

保
税
の
率
、
改
正
の

状

況
、

繰

入
金
の
状
況
」
、

各
健
康
保
険

と
の
比
較

。
東
京

都

の

状
況

な
ど
の
資
料

を
担
当
者
と
し
て
用
意
で
き
る
も
の

は
一
切
提
出
し

て
密
議
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ

る
。

課
題

に
よ

っ
て

は
市
民
と
市
が
英
知
を
出
し
あ

っ

て
対

策
を
練
る
必
要

が
あ
る
。

幸
い
職
貝
は
市
民

よ
り

も
国
や

都
、
近

隣
自
治
体
の
資
料

を
入
手
し
易

い
立
場

に
あ
り
、
そ

れ
ら
の
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
で
あ
る
。

吉
祥
寺
駅
周
辺
の
再

開

発
が
進
行
し
、
中
央
線
沿
線
で

も
屈
指
の

繁
華
街
と
な
っ
た
が
、
一
部
地
域

が
歓
楽
街

化
し
て
、

生
活

環
境
が
悪
化
し
た
。

そ
の

対

策

に

市

民
、

市
議
会
、

市
が
一
体
と
な

っ
て
当
っ
て

い
る
が
、

担
当
事
務
局
と
な
っ
た
職
員

が
非
常
な
努
力

を
払

っ
て

実
態
調
査
資
料
を
提
山
し

た
り
、
若

い
職

員
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

チ
ー
ム
が
法
律
上
の
対
応
策
を
ま
と
め
て

提
出
し

た
と
こ
ろ
、
市
議
会
な
ど
で

痛
く
評
価
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。

市
民
の

声
に
耳
を
傾
け
る
　
市
民

が
提

案

す

る

中

で
、
現
行
の
制
度
で

は
単

純
に
対
応
で
き
な
い
が
、
す
ぐ

れ
た
ヒ
ン
ト
と
な

る
こ

と
が
あ
る
。
武
蔵
野
市

は
非
常

に
土
地

が
高
く
、
市
で
買
収
す
る
土
地

も
三
・
三
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
何
十
万
円

も
払
う
。
「
第
二
次

大

戦

前
、

安
く
入
手
し
て
住

宅
を
建
て
、
住

ん
で
き
た
が
す

っ
か
り
老
人

と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
収

入
も
な
く
固
定

資
産
税
も
大

変
で

あ
る
。
生
涯
こ
の
ま
ま
住
ん
で

い
た

い
。

身
寄
り

も
な

い
。
何

と
か
方

法
は
な
い
も
の
か
」

と
い
う
お
年
寄
の
話

か
ら
、
大
学
教
授

等
の
専
門
グ
ル

ー
プ
の

検
討

を
お
願
い
し
、「
老
後
保
障
公
社
」
制
度
を

準
備
し
て

い
る
。
児

童
扶
養
子
当
制
度
を
実
施
し
た

と

き
も
、

前
市

長
が
市
民
で
あ
る
子
供
の
多
い
奥
さ
ん

と

の
対
話
の
中

か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
常
、
既

に
制
度
化

さ
れ
た
仕
事
で

も
、
市
民

の
声
に
耳
を
傾
け

る
と
、
そ
の
制
度
の
不
備

。
手
統
や
書
式
の
欠
点

が
分
る

こ
と
が
あ
る
。
行
政
需
要
を
起
こ
し
て
い
る
の

は
市
民

で
あ
り
、
そ
こ

に
起
こ

る
こ

と
は
職
ほ

が
か
な
り
予
測

し
て
実
行
し
て

も
、
な
お
、
新
し
い
こ

と
が
よ
く
発
生
す

る
も
の
で
あ
る
。
市
民
こ
そ

ヒ
ン
ト
の
源
泉
で

あ
る
。

万
能
職
貝
　

市
民

は
市
の
職
員
で
あ
れ

ば
、
市
役
所

の
こ
と
は
何
で
も
知
っ
て
い
る
と
思

い
が
ち
で
あ
る
。

徴
税
で
市
民

の
お
宅
に
伺
っ
た
と
き
と
か
、
工
事
の
現

場

監
督
を
し
て
い
る
職
員
に
、
市
民

か
ら
担
当
業
務
以

外
の
こ

と
を
質
問
さ
れ
る
。
広
報
紙
を
全
職
員

に
配
布

し
て

い
る
が
、
詳
細
に
は
読
ん
で
い
な
い
。
大
事
な
こ

と
は
、
自
分

が
正
確
に
知

っ
て
い
る
こ
と
以
外

は
言
わ

な

い
こ

と
で
あ
る
。
「

担
当
は
○
○
課
で
す

か

ら
、
そ

こ
に
仙

っ
て
下

さ
い
」

と
か
「
よ
く
担
当
者
に
事
情

を

間

い
て
み
ま
し
ょ
う
」

と
か
「

批
当
者
か
ら
連

絡
さ
せ

ま
す
の
で
、
電
話

と
お
名

前
を
教
え
て
下

さ
い
」
と
い

う
対

応
に
と
ど
め
る
べ
き
で

あ
ろ

う
。

広
い
視
野
も
必
要
　

担
当
す

る
職
務

に
熱
心
で
あ
る

と
共
に
巾
政
の
誼
要

課
題

が
何
で

あ
り
、
自
己
の
担
当

す
る
仕
小

が
、
ど
ん
な
位
置

づ
け
を
さ
れ
て

い
る
か
、

他
の
施
策

と
ど
ん
な
か
か
わ
り
を
持

っ
て

い
る
か
知

っ

て
い
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

そ
の

た
め
に
は
長
期
計

両
七
読
む
と
か
。
長
期
計
画

策
定
の
庁
内
の
会
議

に
参

加
し
、
所
属

セ
ク
シ
ョ
ン
を
超

え
て
市
政

全
般

に
関
心

を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
市
報
や
庁
内
報

に

は
口

を
通
し
、
庁
内
で
出
さ
れ
る
印
刷
物

に
も
関
心
を

示
せ
ば
な

お
ベ
タ
ー
で
あ
る
。

異
動
は

勉
強
の
機
会
　

ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
氏
が
「
日
本

の
企
柴
内
教

育
と
官
公
庁
の
内

部
研

修
」

を
高

く
評
価

し
た
（
9
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

広
く
職

員
と
し
て

の
教
養
七

鳥
め
る
研
修
、

担
当
業

務
に
つ

い

て

の

研

修
、
職
場
研
修
な
ど
各
都
市

と
も
研
修
を
活
発
に
行

な

っ
て
い
る
が
、
人

事
異
動

は
考
え

よ
う
に
よ
っ
て
は
最

高
の
研
修
で
あ
る
。
異
動
す

る
と
全
く
初
め
て
そ
れ
に

関
係
す
る
法
律
、
条

例
等
を
わ

が
こ
と
と
し
て
読
む
。

分
ら
な
い
と
き
は
事
務
報

告
書
、
予
算
書
、
決
算
書
そ
の

他
の
資
料
を
調
べ
る
。
異
動
し
な

か
っ
た
職
員

か
ら
聞

く
。
異
動
し
て
来
た
者
が
A
B
C

か
ら
仕
事
を
勉
強
し

て

い
く

と
、
従
来
か
ら
慣
例
で

や
っ
て
き

た
こ
と
の
欠

点

に
気
が
つ
き
、
取
扱
い
や
手
続
を
改
め
る
こ

と
も
で

き
る
。
小
務
事
業
の
点
検
は
異
助
し

た
と

き

に

で

き

る
。

逆
に
、
現
在
の
職
□

は
異
動

後
、

後
任
者

に
「

こ

れ
は
お
か
し

い
や
り
方
で

は
な
か

り
た
か
」
「
こ

れ

は

八
／
1
n
O
0
0
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び
し

い
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
事
柄
の
場

合
、

よ
く
、
「
市

長
に
い
わ
れ

た
か
ら
」
と
か
「
市
長
が
や
れ

と
言

う
た
か
ら
や
っ
た
」

と
言

う
職
員
の
話
を
き

く
。

市
民

に
選

ば
れ
た
自
治
体
の
最
高
責
任
者
が
「
や
れ
」

と
命
じ
た
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
担
当
者
は
最
大
の
努
力

を
払

う
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
の
時
の
市

長
の
「
指
示
」

の
背

景
、

指
示
の
仕
方
。
担
当
者
と
の
か
か
わ
り
方
。

そ
の
他
の
状
況
を
よ
く
検
討
し
。
法
的

に
は
ど
う
か
。

他
の
施
策

と
の
関
係
で
矛
盾
し
な
い
か
、
市
民
へ
の
影

響
は
ど
う
か
、
国
や
都
の
意
見
は
ど
う
か
、
近
隣
自
治

体
で
は
ど
う
か
な
ど
可

能
な
限
り

の
資
料

を

収

集

し

て
、
市
長
に
捉
出
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
の
段
階
で

市
長
の
判
断
を
再

び
求
め
る
こ
と
で
あ

る
。
充
分
な
資

料
が
あ
れ
ば
市
長
は
考
え
方

を
変
更
す

る
こ
と
も
あ
ろ

う
。
担
当
者
の
努
力

が
誤
り
を
防
ぐ
こ

と
も
あ
る
。

「
不
可
能
」
の
名
手
か
　
「
職
員
に
。
私
が
や
り
た
い

と
思
っ
た
こ
と
を
検
討

さ
せ

る
と
、
法
律
が
こ
う
で
、

条
例
が
こ
う
な
っ
て
い
て
。
で
き
ま
せ
ん
と
い
う
。
で

は
こ
う
し

た
ら
ど

う
か
と
い
う
と
、
そ
れ
も
、
こ

れ
こ

れ
の
理
由
で
で

き
ま
せ
ん
、

無
理
で
す
、
と
い
う
。
打

開
す
る
方
法

を
見

つ
け

る
努
力
を
し
な
い
で
、
ダ

メ
な

話
ば
か
り
す
る
」

と
あ

る
市
長
が
言
っ
た
と
い
う
話
を

問
い
た
が
。
職
員

は
「
そ
れ

は
で
き
な
い
」

と
か
「
そ

れ
は
私
の
担
当
で

は
な
い
」

と
い

う
こ
と
を
言
わ
せ

た

ら
最
高
の
能
力

を
発
揮

す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ

う
で

な
く
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

新
し
い
こ
と
に

前
向
き
に
　

現
在
の
職

務
に
関
し
て

精
通
し
、
き
ち
ん

と
仕
事
を
す
る
こ
と
は
職
員
の
基
本

で
あ

る
が
。
長
く
や
っ
て
い
る
と
、
現

状
か
ら
拡
大
し

た
く
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
現
在
の
体
制
で
は
応
じ

き
れ
な
い
が
新
し

い
課
題
で
、

な
お
、
市
民
の
要
望
の

高

い
も
の
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て

い
る
。
柔
軟
な
対
応

も
必
要
で

あ
る
。
新
し
い
課
題
は
、
①
条
例
の
新
設
又

は
改
正

が
必
要
な

も
の
。
②
現
行
条
例

等
の
新
し

い
解

釈
で
対
応
で
き

る
も
の
。
③
予

算
化

す
れ

ば
で
き

る
も

の
、
④
予

算
流
用
で
で
き
る
も
の
、
な

ど
が
あ

る
。
例

え
ば
宅
地
開

発
等
指
導
要

綱
は
、

マ
ソ
シ
ョ
ソ
ラ

ー
ソ

ユ
に
伴

う
日
照
侵
害
等
か
ら
市
民
生
活
を
守

る
す
ぐ
れ

た
手
法
で
あ
り
、
市
長
の
積
極

姿
勢

に
応
え
て
職
員
が

工

夫
し
た

も
の
で
あ
る
。

市
民
の
英
知
の
活
用
　

新
し
い
課
題
で
あ
り
、
具
体

化
の
手
法
が
分
ら
な
い
課
題
も
多

い
。
殊

に
市
民
参
加

で
策
定
し
た
長
期
計
画
の

課
題
の
中
で
市
民
の
捉
言
し

た
も
の

は
文
章
表
現

に
と
ど
ま
り
、
予
算
化
す
る
ま
で

に
か
な
り
の
。プ
ロ
セ
ス
を
必
要

と
す

る
も
の

が
あ

る
。

市
民
委
員
会
又
は
学
識
経
験
者
の
審
議
会
、
市
民
会
議

な
ど
で
検
討
し
て
も
ら
う
の

も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
。

市
民
は
ユ

‘一
I

ク
な
発
想
を
す

る
と
き

が
あ
り
、
現
在

の
や
り
方
で
は
で
き
そ
う
も
な

い
こ

と
も
思
わ

ぬ
解
決

策
を
提
言
し
て
く
れ
る
こ

と
が

あ
る
。
武

蔵

野

市

で

は
、
課
題
別
に
い
く
つ
か
の
市
民
委
貝
会

制

度

を

設

け
、
市
民
の
提
言
を
受
け
て
い

る
。

住
民
管
理
の
コ

ミ

ご
I
テ

″
セ

ン
タ
ー
の
整
備
、
遊
び
場
倍
増
計
画
、
緑

の

ガ
ー
ド
レ

ー
ル
づ
く
り
。
農
地
を
遊
び
場
に
借
り
る

制
度
。
新
婚
家
庭
へ
の
結
婚
記
念
の
し
お
り
。
市
民

文

庫
の
設
置
、
生
活
用
品
交
換
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
、
広
報

活
動
の
改
善
等
々
具
体
的
な
捉
言
が
あ
り
、
実
施
し

。

市
政
に
新
風

を
吹
き
こ
む
こ
と
に
な

っ
た
。

た
だ
そ

の

際
に
担
当
者
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
①

巾
民

は
こ
だ

わ
ら
ず
自
由
に
発
想
し
発
言
す
る
の
で
、

そ
れ
が
現

在

の
制
度
の
中
で

は
ど
こ
が
矛
盾
し
。
ど
こ
が
難

点
で
あ

る
か
を
は
っ
き
り
発
言
し
て
お
く
こ
と
、
②
担
当
者
が

収
災
で
き
る
資
料

は
可
能
な
限
り
提
供
し
て
、
市
民
の

検
討
内
容
の
充
実
を

は
か
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

担
当
者
が
牛
メ
手
　

市
町
村
の
仕
事
は
、
①
ソ

フ
ト

な
政
策
は
い
ず
れ
も
法
律
、
条
例
、
規
則
、
要
綱
そ
の

他
に
よ
っ
て
制

度
化
さ
れ
て
い

る
。
一
旦
、
制
度
化
さ

れ
た
も
の
は
、
予
算

が
計
上
さ

れ
、
書
式
、
手
続
な
ど

が
決
ま
り
、
反
復
某
務
の
連
続

と
な

る
。
②
建
設
事
業

は
計
呵

に
従
っ
て
予
算
化
さ
れ
。
実
施
に
当

た
り
、
市

民

参
加
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
。
完
成
す
る

と
管
理

迎
営
は
や

は
り
一
定
の
ル

ー
ル
に
従
っ
て
日
常
化
さ
れ

る
。
図
日
常
化
さ
れ
た
制
度
を
運
用
し
て
ゆ
く
中
で
問

題
点

が
で
て
き

た
り
、
市
民
の
要
詞
が
あ

っ
て
必
要

が

あ
れ
ば
改
正

が
行
な
わ
れ

る
。
④
未
解
決
の
課
題

は
様

様
な
調
査
、
研
究
、
交
渉
。
検
討
が
行
な
わ
れ
る
。
一

つ
の
課
題
を
ま

と
め
る
に

は
い
ろ
い
ろ
な

プ
ロ
セ
ス
が

あ
る
。
①

部
内
の
討
議
、
関
係
部
課
の
調
整
、
理
事
者

打
合
、

必
要
な
場
合

に
は
関
係
市
民

と
の
調
整

も
行
な

っ
て
煮
つ

め
て

ゆ
く
。
一
、
二
回

の
プ

ロ
セ
ス
で
結
論

が
で
る
こ

と
も
あ
れ

ば
。
何
回

も
行
な
わ
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
こ

と
も
あ
る
。

②
検
討
の
途
中

で
情
報
の
公
開

な
ど
を
し
て
い
る
う
ぢ
に
、

客
観
状
勢
が

動

い

て

く

る
。
そ
れ

に
合
わ
せ
た
調
整
作

業
も
で
て
く
る
。
③

ご

み
焼
却
場
建
設

と
か
大

型
の
再

開
発
計
画
な

ど
は
、
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
や
利

害
に
影

響
を
与
え

る
の
で
部

内

ば
か
り
で
な
く
、
市
民

グ
ル
ー
プ
、
市
議
会

も
活
発

に
活
助
す
る
こ
と
も
あ

る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
も

基
木
と
な
る
も
の

は
担
当
者
が
提
出
す
る
た
た
き
台
で

あ
り
、

担
当

者
の
専
門

性
と
い
う
か
責
任
と

い
う

か
努

8い
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員

が
し

ば
し
ば
立
往
生
す

る
時
代
（
7
）
と
も
い
わ
れ
る

が
、
担
当
者
が
そ
の
気

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
市
民
の

主

張
の
方
が
す

ぐ
れ
て

い
て

も
、
そ
の
事
柄

は
市
民

の
言

う

と
お
り
の
結
果
が
生
ま
れ
な
い
。

こ
れ
は
庁
内

だ
け
の
仕
事
で
も
同
じ
で
あ
る
。
武
蔵

野
市
で

は
五
〇
年

た
っ
た
木
造
庁
舎
を
改
築
、

昭
和

五

五
年
八
月
新
庁
舎

に
移
る
が
、

庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て

当
時
、
私

が
担
当
し
て
い
た
が
、
三
つ
の
課
題

を
解
決

し
て
着
工
で

き
た
。
①
現
庁
舎
敷
地

は
狭
い
た
め
、
二

〇
〇

メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
北
方
の
旧
米
軍
施
設
跡
地
を
買

収

す
る
こ

と
に
し
た
が
、
大
蔵
省
と
の
長

い

折

衝

は

舎
庁
担
当
が
行
な

っ
た
が
、
い
よ
い
よ
用
地
買
収
契
約

と
な
る
と
用
地
課
が
手
続
を
行

な
っ
て
解
決
し

た
。
②

現
庁

會
が
移
転
す

る
と
周
辺
の

商
店
が
困

る
と
反
対
運

動

を
起
し
た
。
商
店
会
と
二
年
余
に
わ
た
っ
て
交
渉
を

重

ね
た
。
話
し
合
い
の
中

で
、
商
店
の
体
質
改
善

に
資

金

が
必
嬰
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
市
民
部
経
済
課
と
協

議
し
、
融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子

初
給
の
制

度

を

提

案

し
。
商
店
会
の
移
転

了
承
を
得

た
。
経
済
課
は
直
ち
に

そ
の
制
度
を
条
例
化
し

た
。
③
更
に
現
庁
舎
周
辺
の
商

店
会
が
移
転
後
、
庁
舎
跡
地

に
市
民

ホ
ー
ル
を
建
設
す

る
こ
と
も
移
転

の
条
件

と
し
た
。
地

主
の
承
諾
が
必
要

と
な
っ
た
。
企
画
の
庁
舎

担
当
、
管
財
課
、
用
地
課
の

打
合
会
を
再
三

開
き
な
が
ら
「
現
庁
舎
跡
地

に
市
民

ホ

ー
ル
を
建
設
す
る
こ
と
」

を
地
主
と
話
を
進
め
た
。
こ

れ

も
二
年
間
に
わ
た
る
交

渉
で
あ
っ
た
が
、
趣
旨
説
明

は
庁
舎
机
当
、

鉄
筋
化
の
承
諾
料
の
率
、
価
格
、
地

代

の
額
な
ど
交
渉
の
最
も
重
要
な
部
分
は
用
地
課
職
員
の

経
験
と
対
応
が
効
を
奏
し
、
話

が
ま
と
ま
り
、
契
約
の

手
続
は
管
財
課
が
所

管
と
し
て
担
当
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ

の
担
当
の
知
恵

と
権
限

を
生
か
し
て
。
庁
舎
建
設

が
着

工
で

き
た
わ
け
で
あ
る
。
庁
舎
担
当
の
企
画
課
の
権
限

だ
け
で
は
問
題
が
解
決

で
き
な
か
っ
た
。

二
　

担

当

者
集

団

の

役

割

職
務
へ
の
精
通
　

担
当
者

は
担
当
業

務
に
関
す

る
法

令
、
都
条
例
、
市
の
条
例
、
規
則
、
要

綱
、
慣
例
に
よ

く
精
通
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
。
関
係
図

書
も
よ
く

読
み
、
誤
り
の
な
い
仕

事
を
す
る
こ
と
が

基

本

で

あ

る
。
実
際
に
そ
う
い
う
努
力
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
課

題
に
は
理
論
を
き
ち
ん

と
構
成
し
て
お
く
こ

と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
自
治
体
職
員

は
理
論
に
弱

い
と
い
う
が
、

国
や
都
な
ど
の

折
衝
の

際
に
も
、

根
拠
を
よ
く
間
く
こ

と
も
市
民

に
説
明

す
る
際
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

現
状
の
仕
事
を
正

確
に
処
理
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ

る
が
、
担
当
業

務
に
関

連
し
て
い
る
事
柄

に
精
通
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

が
活
発
化

し
た
り
、
公
的
施
設
の
利
用

が
高
く
な
る
と
遊

び
場
保

険
と
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
伴
う
保
険
が
課
題

と
な

っ
て
き
た
。
私
が
庁
内
で
遊

び
場
保
険
な
ど
を
実
施
し

て
い

る
部
課
に
実

情
を
伺

っ
て
い
っ
た
と
こ

ろ
。
社
会

教
育
課
に
い
た
若

い
職
員

が
一
番
多
く
の
資
料

と
知
識

を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
職
員
の
資
料
を
借
用
し
、
話

も

聞
き
、
そ
れ
を
手
掛
り
に
更

に
資
料
収
築
を
行
な

っ
た

経
験
が
あ
る
が
、
若

い
係
員
で

も
、
努

力

す

れ

ば
、

「

そ
の
こ

と
だ
っ
た
ら
○
○
君
」
と
い
う
こ
と
に

な

る

こ
と
も
で
き
る
わ
け
で

あ
る
。

こ
と
わ
る
勇
気
　

最
近
は
「
市
民
に
顔
を
向
け
て
」

と
か
「

市
民

サ
イ
ド
に
立
っ
て
」
と
か
「
市
民
の
気
持

に
な
っ
て
」

仕
事
を
す
る
こ

と
が
、

か
な
り
徹

底
し
、

窓
口
で
も
巾
民
が
役
所
に
望
ん
で

い
る
こ

と
を
よ
く
伺

っ
て
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
反
面
、
「
市
民

の

言

う
こ
と
は
何
で

も
聞

か
な
け
れ
ば
不
親
切
で
あ
る
」
か

の
如
き
錯

覚
を
起
こ
し
が
ち
で

あ
る
。
条
例
等
で
決
め

て
あ
る
こ
と
と
相
反

す
る
こ
と
を
市
民
の
実
情
説
明

を

間
い
て
実
行
し
た
ら
大
変
で
あ
る
。
直
ち

に
実
施
す
る

の
で
は
な
く
、
条
例
等
の
別
の

解
釈

が
あ
る
の

か
、

条

例
を
改
正

す
る
と
か
手
続
を
行

な
う
努
力
を
す
べ
き
で

あ
る
。
市
民

は
条
例
等
で
予

想
も
し
な

か
っ
た
事
例
を

持

ち
込
む
こ
と
が
あ
り
、

新
し

い
観
点

か
ら
検
討
す
る

機
会
を
捉

供
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

手
統
を
き
ち
ん
と
　

新
聞
に
「

ヤ
ミ

給

与
」
「

ヤ
ミ

手
当
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
出
て

い
た
が
、
条
例
化
す

べ
き
叫
柄

を
条
例
化
の
手
統
を
し
な

か
っ
た
り
、
条
例

又
は
規
則
に
定
め
ら
れ
た
手
統
を
経
な

い
で
行
な
う
こ

と
か
ら
起
こ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
条
例
、

規

則
だ
け
で
は
職
務
執
行
の
詳
細
は
決

め
か
ね
る
場
合
も

あ
り
、
要
綱
と
か
迎
用
基
準
と
か
決

裁
に
よ

っ
て
行
な

う
こ
と
が
多
い
が
、
正
し
い
手
続
を

怠
っ
て

は
な
ら
な

い
。
第
三

者
的

立
場
の
人
が
見

て
も
間
違

い
の
な
い

と

い
わ
れ
る
処
理
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
よ
く

口
頭
で
上
司

か
ら
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
や

る
こ

と
が
あ

る
が
、
行
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
必
ず
手
続
を
行
な

い
轡
顛
と
し
て
責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
お
け

ば
、
後
日
、

紛
争

に
な
っ
た
と
き
役

立
つ
こ

と
も
あ
ろ

う
。
人
間
の
記
憶

は
不
正
確
で
あ
る
。
重
要
な
事
柄
、

紛
争
に
な
り
そ

う
な

も
の
は
折
衝
の
状
況
の
記
録
が
大

切
で
あ
る
。
そ
の
記
録
が
意
外

に
役
に
立
つ
こ

と
も
あ

る
。資
料
等
も
豊
富
に
　

裁
判

事
件

に
な
っ
た
と
か
、

き

こ
1

リ
C
O
c
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と

が
あ

る

。

例

え

ば

転
入

届

が
出

さ

れ

、
新

住

所

が
○

○

町

○
丁

目

○

番

○

号

と
書

か

れ
て

あ

る

の
で

。

そ

の

ま
ま

受

け

と

る

と
、

実

は
そ

こ

は
高

層

住

宅
で

、

○

番

○

号

の

次

に
2
0
1と

か

回

と

か
部

屋

番

号

ま
で

聞

く

必

要

が
あ

っ
た

と

か

い

う
例

が

あ

る
。

④
　

市

長

が
近

所

の
市

民

か

ら

頼

ま

れ
て

税
金

を

あ

ず

か

っ
て

く

る
。

市

民

は
市

長

に
渡

し

た

か
ら

税

金

を

納

め

た

と
思

っ
て

も

。

役

所

で

は

、
市

長

が
定

め

た

市

金

庫

か
出

納

員

の

所

ま

で

行

か

な

い

と
市

が
受

領

し

た

こ

と

に
な

ら

な

い
。

担

当

者

が
行

な

っ
て

完

了

す

る

。

こ

れ
ら

の

い
く

つ

か

の

事

例

に

で

て

く

る

「

担

当

者

」

は
組

織

条

例

等
で

決

め

ら

れ

た
部

、

課

、
係

の
職

員

で

あ

り

、

職

員

が
効

力

の

あ

る
仕

事

を
行

な

い
、
職

員

の

実

務

が

決

定

的

役

割

を
果

し

て

い
る
。

専

門

家
　

自

治

体

の
職

員

は
果

し

て
’「

専

門

家

集

団

」

で

あ

ろ

う

か
。
「

行

政

の

専
門

家

集

団

」
（
1
）
と

は

っ
き

り

言

っ

て

い

る
人

も

い

る

が
、
「
職

員

の

執

務

知

識

に
依

拠

し

た

能

力

な

ど

は
、

職

業

的

公

務

員

の

専
門

能

力

と

い

う

に

値

し

な

い
」
｛
2
｝
と
き

び
し

い

言

い

方

を

さ

れ

る
人

も

い
る

。

担

当

職

務

の

専
門

家
　

「

国

家

公

務

員

が
国

政

全
休

の

専

門

家

だ

な

ん

て

決
し

て

あ

り

え

な

い
。

同

じ
よ

う

に

。
市

町

村

の

職

員

で

も
市

町

村

行

政

の
専

門

家

だ

と

は

言

え

な

い
。

担

当

職

務

の

専
門

家

に

す
ぎ

な

い
」
(
n
)

と

か

「
職

業

集

団

と

し

て

の
地

方

自

治

体

の
職

場

」（
4
）

「

行

政
権

の

エ

キ
ス

パ

ー
ト
」
（
5
）な

ど

と

も
言

わ

れ
て

い
る
。

広

辞

苑
で

の
「

専

門

家

」

と

は

「
あ

る
学

問

分

野

や

事

柄

な

ど

を

専

門

に
研

究
。

担

当

し
。

そ

れ

に
桁

通

し

て

い

る

人

」

と

あ

る

が
、

こ

れ

を

自

治
体

職

貝

に
あ

て

は
め

る

と

「

あ

る
事

柄
（

自
治
体
の
仕
事
の
一
部
）

を
専
門

に
担
当
し
、
そ
れ
に
桁
通
し
て

い
る
人
」

と
い

う
こ
と
に
な

る
。
職
□
に
も
様
々
な
職
種

が
あ

っ
て
、

十
把
一
か
ら
げ
に
言
う
こ
と
は
困
難

な
而

が
あ

る
。

専
門
職
員
　

職
種
に
よ
っ
て

は
職
貝

が
大
学
等
で
専

攻
し
た
専
門
知
識
又
は
取
得
し

た
資
格
ど

お
り
の
仕
事

を
し
て

い
る
者
が
い
る
。

教
育
相
談
貝
、
幼
稚
園
の
教

諭
、
保
母
、
栄
養
士
、
医

師
、

薬
剤
士
、
保
健
婦
、
建

築
士
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
職
員

は
異
動

が
あ

っ
て
も

仕

事
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。

事
実
、
離

島
で

が
ん

ば

る
保
健
婦
、
障
害
児

の
た
め
に
働
く

心
理
療
法
士
、
海

の
汚
濁
防
止
に
応
用

化
学
の
専
門
知
識
を
生
か
し
て
い

る
職
員
、
車

エ
ピ
を
t
t＝て

る
実
験
を
し
て
い
る
水

産
学

科
出
の
職
員
（
6
）
の
例
な
ど
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。

一
般
職
員
　
大
半

の
職
員
は
事
務
、
技
術
の
差
は
あ

る
が
、
大

学
や
高
校
で
学
ん
だ
知
識
を
直
接
生
か
す
わ

け
で

な
く
、
担
当
業

務
を
実
行
し
、

異
動
が
あ
る
と
全

く
異
な
る
仕
事
を
し
て

い
る
。

担
当
者
集
団
　

人

事
異
動
で
例
え

ば
課
長
と
し
て

着

任
し

、
新
し

い
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
と
き
、

問
題
が
起
こ

っ
た
場
合

に
、
そ
の
仕
事

に
つ

い
て
。
係

長
又

は
係

員

の
中

に
は
よ
く
桁
通
し
て
い
る
職
貝
が
い
る
の
で
、

法

的
根
拠
、
条
例
上
の
根
拠
。
そ
れ
ま
で
の
事
務
処
理

の

方
法
な
ど
を
よ
く
間
き
、
自
ら
も
前
任

者
か
ら
引
継
の

際
受

け
た
知
識
、
関
係
法
令
、

そ
の
他
資
料
で

検
討

す

れ
ば
、
そ

れ
な
り
の
対
応
策
が
出
て
く
る

も

の

で

あ

り
、

担
当
者
の
集
団

と
し
て
市
民

に
は
責
任

あ
る
対
応

が
き
ち
ん

と
と
れ
る
も
の
で
あ
り
、

事
実
、
殆

ど
は
そ

の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
「
あ
る
事
柄
」
を

一

人

の
職

員
が
担
当
し
て
い
て
異
動
が
あ
っ
て

も
。
問
題
処

理

に
当
た
り
、
初
め
は
時
間

が
か
か
っ
て

も
、
後
任
者

は
前
任
者
に
聞
く
な
り
、
引

き
継

い
だ
書

類
、

前
例
な

ど
か
ら
一
定
の
事
務
処
理
を
行

な
う
も
の
で

あ
る
。

権
限

と
予
算
を
も
っ
た
担
当
者
　

建
築
家
は
民
間

の

設
計

事
務
所
の
方
が
す
ぐ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
し
、

契

約
事
務

も
商
社
の
方

が
抜
群
で

あ
り
。

税
理

士
は
税

の
知
識
に
く
わ
し
く
、
子

育
て

は
経
験
の

あ
る
奥
さ
ん

の
方

が
若

い
保
ほ
よ
り
も
上
手

な
こ

と
も
あ
る
。
そ

う

い
う
市
民

は
た
く
さ
ん
住
ん
で

い
る
。
し

か
し
、
職

員

は
限

ら
れ

て
い
る
が
権
限
と
予
算
を
も
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
異
な

っ
て
い
る
。
職

員
の
中

に
税
に
く
わ
し
い
者

が
い
て
も
。
そ
の
職

員
が
市
民

課
に
配
置

さ
れ
て
い
れ

ば
、
職
務
時
間

外
に
一
般
的
な

税
務
相
談

に
応

じ
る
こ

と
が
で
き
て
も
。
税
務
課
の
仕

事
は
で

き
な
い
。

税
務

課
へ
提
出
す
る
申
告
書
を
受
け

と
る
権
限

も
な

い
。

独
占
的
な
担
当
者
　
一
方
。
市
民

か
ら
見

れ
ば
、

そ

の
こ

と
に
関
し
て
、

担
当
者

が
親
切
で
あ

ろ
う
と
不

親

切
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
職

務
に
く
わ
し

い
か
ど

う
か
な

ど
に

は
全
く
関

係
な
し

に
。
そ
の
担
当
者

に
や

っ
て

も

ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
気

に
く
わ
な

い
、
不
親
切

で
あ
る
、
よ
く
説
明
し
て
く
れ
な

い
か
ら

と
い
っ
て
別

の
O
O

事
務
所
や
○
○

デ
パ
ー
ト
へ
行

っ
て
や

っ
て

も

ら
え

る
事
柄
で

は
な

い
。
権
限

が
そ
こ
に
し

か
な
い
わ

け
で
あ
る
。
そ

こ
で
や

っ
て
く
れ
な
い
と
効
果

が
で
な

い
こ

と
な
の
で
あ

る
。
独
占
的
に
そ
こ
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
武
蔵
野
市
民
で
国
民
年
金
の

手
続
を
し

た
い
人
は
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
で

」
か

や
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

窓
口
で
市
民

に
わ
か
り
易

く
親

切
な

対
応

が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
の
一
つ

で
あ
る
。

市
民
の
教
育
水
準
が
上
昇

し
、
市
民
の
予

想
外

の
調

査
能
力
、
学
習
能
力
、

専
門
的
知
識

に
。
職
業
的
公
務

8加
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「
専
門
家
集
団
」
と
し
て
の
職
員
の
役
割

－

地

方

自
治

の

担
い

手

と
し

て

一
　

職

員

は

専

門

家

集

団

か

①
　

あ

る

日
、

市

長

の

自

宅

に
市
民

か
ら

電

話

が

か

か

っ
て

き
て

、
「

市

長

さ

ん
、

○

○

町

の
○

○

で

す

が
、

先

日

は
非

常

に
結

構

な

も
の

を
あ

り

が

と

う
ご

ざ

い
ま

し

た
」

と
言

っ

た
。

市

長

は

チ

ソ
プ

ソ

カ

ソ

プ
ソ

で

あ

る

が
、
「

一
体

、

何

で

し

ょ
う

か
」

と
言

う
わ

け

に

も

い

か

ず
、

何

と

か

電

話

の

応

待

は
す

ま

せ

た
。

秘

書

課

で

調

べ

て

み

る

と

、

幾

日

か

前

に
、

国

民
健

康
保

険

係

が
、

こ

の

一
年

悶

、

家

族

が

一
同

も
医

者

に

か

か
ら

な

か

っ
た

健

康

世

帯

に

、

市

長

名

の

挨
拶

状

を

つ
け

て

記

念

品

を
贈

っ

た

こ

と

に
対

す

る

お
礼

の

電

話

で

あ

っ

た

こ

と

が

判

っ
た

。

こ

れ
は

国

民

健

康
保

険

担

当

課

長

と

物

品

購

入

担
当

課

長

の
権

限

で

実

施

し

た

た
め

、

市

長

は

知

ら

な

か

っ
た

こ

と

で

あ

る
（

も
ち
ろ
ん
、手

続
的
に
は

権
限

の
あ
る
課
長

が
行

な
っ
た
こ
と
は
市
長

が

知
っ
て

い
た

こ
と
で

あ
っ
て
、
物
理
的

に
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
で

あ
る
）。

ど

こ
の

市

町

村

で

も
、

組

織

条

例

が
定

め

て

あ

り
、

何
百

と

い

う

仕

事

が
部

課

係

別

に
決

め
て

あ

る
。

ま

た

専

決

規
程

で

何
百

と

い

う
単

位

業

務

が
具

体

的

に

例
示

さ
れ

、

そ

れ

ぞ

れ

課

長
権

限

、
部

長
権

限

、
助

役

権

限
で

処
理
さ
れ
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

導
決
規
程
で

定
め
ら
れ
て
い
な
い
事
項
や
法
令
解
釈
上
疑
義
や
有
力

な
異
説
の
あ
る
も
の
、

紛
争
の
あ
る
も
の
、
紛
争
が
予

想
さ
れ
る
も
の
、
異
例
な

も
の
、
先
例
と
な
り
そ
う
な

も
の
、

政
冷
性

を
伴

う
も
の
な
ど
は
、
市
長
ま
で
上
っ

て
行
く
。

日
常
業

務
の
大
半

は
課
長
又

は
部
長

ど
ま
り

で
処
理
さ
れ
る
。
一
日
の

う
ち
、
こ
I
、
三
万
の
祁
巾
で

も
何
十
何
百
、
と
き

に
は
何
万

と
い
う
通
知
や
証
明
書

が
市
長
の
知
ら
な
い
間

に
、
市
長
名
で
専
決
に
よ
っ
て

市
民
に
発
送
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、

国
民
健

康
保
険
の
健
康
家

庭
表
彰
の
よ
う
に
、

直
接
、

市
長

に
お
礼
の
電
話
が
か
か
っ
た
り
。
市
民

が
不
満

が

あ
っ
た
り
す

る
と
市
長
に
行
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
そ

の
場
合
、
市
長
は
担
当

者
に
闘
い
て
み

る
必
要

も
で
る
。

更

に
、
市
長
が
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
で
面

会
し
、

市
民

と
懇
談
し
て

い
る
場
合
で
も
、
話
の
内
容

に
よ
っ

て
は
「

担
当
者

に
間

い
て

か
ら
回

答
し
た
い
」
と
か「

担

当
者
か
ら
実
情
を
問
い
て
み
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
予

め
面
接
の
課
題
が
わ
か
っ
て

い

る

と

き

は
、
担
当
部
長
又

は
課
長
が
同
席
す
る
こ

と
も
あ
る
。

②
　

武
蔵
野
市
で

は
、
市
民
文
化

の
創

造

に

つ

い

原

恒
　

文

し
お
は
ら
・
つ
ね
ふ
み

て
、
市
民
の
立
場
か
ら
検
討
す

る
市
民
文
化
会
議
が
設

置
さ

れ
て

い
る
が
、
あ
る
と
き
、
教
育
委
貝

全
員

と
市

民
文
化
に
つ
い
て

懇
談
し

た
と
こ
ろ
、
教
青
委
員
の
一

人
が
「

市
役
所
は
た
ら
い
ま

わ
し

が
多
く
て
困
る
」
と

き
つ
く
言
わ
れ
た
。

た
ま
た
ま
私

は
市
民
文
化
会
議
の

事
務
局

と
し
て
参
加
し
て
お
り
、

発
言
す

る
許
可
を
え

て
、
「
最
近

は
、
行
政
の
内

容
も
複
雑

多
様
化
し
て
き

て
い
る
。

ど
の
職
員
で
も
全
般
に
わ
た
っ
て
市
民
の
用

件
に
応
え
ら
れ

る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
み

だ
り
に
無

貴
任

な
回

答
を
し
た
ら
か
え
っ
て
そ
の

市
民

が
困

っ
て

し
ま
う
。

た
ら
い
回
し
を
し
て
で
も
、

本
当
に
そ
の
こ

と
に
つ

い
て
精
通
し
て
い
る
担
当
者
に
ま
わ
し
て
責
任

あ
る
回

答
を
す

る
こ
と
が
親
切
で
あ
る
。

た
ら
い
回
し

は
あ
る
場
合

に
は
親
切
で
あ
る
」
と
言

っ
た
と
こ
ろ
、

居
直
っ
た
発
言
で
あ
る

と
批
判
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。

③
　

組
合
の
闘
争
で
管
理
職
が
市
民

課
の
窓
口
に
出

る
と
、
印

鑑
証
明
や
戸

箱
の
謄
抄

本
、
住
民
票
の
謄
抄

本
ぐ
ら
い
は
ど
う
に
か
対
応
で
き
る
が
、
ち
ょ
っ
と
込

み
入
っ
た
も
の

と
な

る
と
時
間
が
か
か
る
し
、

た
と
え

窓
口
で

｝
応
仕

事
が
片

づ
い
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

後

で
担
当
者
が
み

る
と
、
必
要
な
事
項
が
ぬ
け
て
い
る
こ

8Vi
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